
間
語
リ
考

︱
︱
能
︿
三
山
﹀
に
お
け
る
間
狂
言
の
役
割
︱
︱

田

﨑

未

知

は
じ
め
に

能
の
劇
中
に
お
い
て
、
狂
言
方
が
担
当
す
る
役
と
そ
の
演
技
を
﹁
ア
イ
﹂
も
し
く
は
﹁
間
狂
言
﹂
と
呼
ぶ
。
最
も
一
般
的
な
も
の
は
、
二
場

物
の
能
で
前
シ
テ
の
退
場
後
、
後
シ
テ
の
登
場
ま
で
の
間
を
つ
な
ぐ
役
で
あ
る
。
狂
言
方
扮
す
る
所
の
者
が
、
ワ
キ
方
扮
す
る
僧
の
問
い
に
答

え
て
、
シ
テ
方
扮
す
る
役
に
ま
つ
わ
る
物
語
の
補
足
解
説
を
行
う
﹁
間
語
リ
﹂
を
す
る
。
そ
し
て
こ
の
﹁
間
語
リ
﹂
に
よ
っ
て
、
能
の
本
説
が

明
ら
か
と
な
り
、
曲
全
体
の
統
一
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
能
︿
三
山
﹀
に
お
い
て
も
狂
言
方
の
扮
す
る
所
の
者
が
﹁
間
語
リ
﹂
を
す
る
。

能
︿
三
山
﹀
は
、
作
者
と
成
立
年
代
と
も
に
不
詳
の
曲
で
あ
る
。﹃
能
本
作
者
註
文(１

)

﹄
や
﹃
二
百
拾
番
謡
目
録(

２
)

﹄
は
、
と
も
に
世
阿
弥
の
作
と

す
る
が
根
拠
は
な
い
。
現
在
で
は
、
観
世
、
宝
生
、
金
剛
の
三
流
で
演
じ
ら
れ
る
が
、
従
来
は
宝
生
の
み
で
演
じ
ら
れ
て
き
た(３

)

。

こ
の
曲
は
素
材
と
し
て
﹃
萬
葉
集
﹄
巻
一
に
収
め
ら
れ
て
い
る
﹁
中
大
兄

近
江
宮
御
宇
天
皇

三
山
歌
一
首
﹂
︵
以
下
三
山
歌
と
略
す
︶
の

香
具
山
は

畝
傍
雄
雄
し
と

耳
梨
と

相
争
ひ
き

神
代
よ
り

か
く
に
あ
る
ら
し

古
も

然
に
あ
れ
こ
そ

う
つ
せ
み
も

妻
を

争
ふ
ら
し
き(４

)

と
い
う
歌
を
踏
ま
え
、
同
書
巻
十
六
所
収
の
﹁
有
由
縁
并
雑
歌
﹂
の
二
男
が
一
女
、
櫻
兒
を
争
い
女
が
首
を
く
く
る
伝
説(

５
)

や
、
三
男
が
一
女
、
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鬘
兒
を
争
い
女
が
身
を
投
げ
る
伝
説(６

)

と
を
絡
ま
せ
て
い
る
。
こ
の
典
拠
と
の
関
係
で
問
題
に
な
る
の
が
、
三
山
に
な
ぞ
ら
え
た
関
係
に
お
け
る

性
別
の
問
題
で
あ
る
。
三
山
歌
で
は
、
香
具
山
を
女
に
、
畝
傍
山
と
耳
成
山
を
男
に
見
立
て
、
一
女
二
男
の
妻
争
い
と
し
て
し
て
い
る
が
、
能

︿
三
山
﹀
は
、
香
具
山
を
男
に
、
畝
傍
山
と
耳
成
山
を
女
に
見
立
て
、
一
男
二
女
の
三
角
関
係
に
置
き
換
え
て
描
い
て
い
る
。
そ
こ
で
重
要
な

役
割
を
果
た
す
の
が
﹁
間
狂
言
﹂
で
あ
る
。
能
︿
三
山
﹀
で
は
﹁
間
語
リ
﹂
に
お
い
て
、
鎌
倉
時
代
の
萬
葉
学
者
の
仙
覚
の
説
な
ど
を
紹
介
し

つ
つ
、﹃
萬
葉
集
﹄
の
内
容
と
本
曲
独
特
の
物
語
の
展
開
と
を
取
り
持
つ
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
能
︿
三
山
﹀
に
お
け
る
間
語
リ
の
果
た
す
役
割
と
間
狂
言
台
本
の
詞
章
比
較
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一

能
︿
三
山
﹀
の
物
語
と
﹃
萬
葉
集
﹄

能
︿
三
山
﹀
は
次
の
よ
う
な
筋
立
て
を
持
つ
。

融
通
念
仏
宗
の
布
教
の
た
め
大
和
国
に
着
い
た
良
忍
上
人
︵
ワ
キ
︶
は
、
所
の
者
︵
ア
イ
︶
に
大
和
三
山
を
教
え
て
も
ら
う
。
そ
こ
へ

里
の
女
︵
前
シ
テ
︶
が
現
れ
、﹃
萬
葉
集
﹄
を
引
い
て
大
和
三
山
の
話
を
す
る
。
香
具
山
に
住
む
、
か
し
は
で
の
公
成
と
い
う
男
が
、
耳
成

山
の
桂
子
と
畝
傍
山
の
桜
子
と
に
通
っ
て
い
た
が
、
い
つ
し
か
桜
子
へ
気
持
ち
が
傾
い
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
恨
ん
だ
桂
子
は
耳
成
の
池

に
身
を
投
じ
た
こ
と
を
物
語
る
。
里
の
女
は
名
帳
に
名
を
入
れ
て
欲
し
い
と
頼
み
、
自
分
は
桂
子
で
あ
る
と
名
乗
っ
て
消
え
る
。
︿
中
入
﹀。

所
の
者
が
再
び
現
れ
、
良
忍
上
人
に
乞
わ
れ
て
大
和
三
山
に
つ
い
て
物
語
る
。
所
の
者
は
、
里
の
女
の
正
体
は
桂
子
の
亡
霊
で
あ
ろ
う
と

推
量
し
、
上
人
に
亡
霊
の
回
向
を
勧
め
て
立
ち
去
る
。
上
人
が
桂
子
の
跡
を
弔
っ
て
い
る
と
、
憑
き
祟
っ
て
い
る
桂
子
の
恨
み
を
払
っ
て

欲
し
い
と
、
桜
子
の
亡
霊
︵
ツ
レ
︶
が
現
れ
る
。
そ
こ
へ
桂
子
の
亡
霊
︵
後
シ
テ
︶
も
現
れ
、
後
妻
打
ち
を
し
て
恨
み
を
晴
ら
す
。
や
が

て
心
を
静
め
、
上
人
に
回
向
を
頼
ん
で
姿
を
消
す
。

こ
の
能
の
素
材
と
な
る
和
歌
が
﹃
萬
葉
集
﹄
巻
一
に
あ
る(７

)

。
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中
大
兄

近
江
宮
御
宇
天
皇

三
山
歌
一
首

中
大
兄

近
江
宮
に
天
の
下
治
め
た
ま
ひ
し
天
皇

の
三
山
の
歌
一
首

高
山
波

カ
グ
ヤ
マ
ハ

雲
根
火
雄
男
志
等

ウ

ネ

ビ

ヲ

ヲ

シ

ト

香
具
山
は

畝
傍
雄
雄
し
と

耳
梨
与

ミ
ミ
ナ
シ
ト

相
諍
競
伎

ア
ヒ
ア
ラ
ソ
ヒ
キ

耳
梨
と

相
争
ひ
き

神
代
従

カ
ミ
ヨ
ヨ
リ

如
此
尓
有
良
之

カ

ク

ナ

ル

ラ

シ

神
代
よ
り

か
く
に
あ
る
ら
し

古
昔
母

イ
ニ
シ
ヘ
モ

然
尓
有
許
曾

シ

カ

ナ

レ

コ

ソ

古
も

然
に
あ
れ
こ
そ

虚
蝉
毛

ウ
ツ
セ
ミ
モ

嬬
乎

ツ
マ
ヲ

う
つ
せ
み
も

妻
を

相
挌
良
思
吉

ア

ラ

ソ

フ

ラ

シ

キ

争
ふ
ら
し
き

こ
の
歌
は
、
香
具
山
を
女
に
、
畝
傍
山
と
耳
成
山
を
男
に
見
立
て
、
人
間
社
会
と
同
じ
く
神
々
の
世
界
に
も
妻
争
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
歌
っ

て
い
る
。
前
シ
テ
で
あ
る
里
の
女
の
セ
リ
フ
に
﹁
總
じ
て
こ
の
山
は
。
萬
葉
集
第
一
に
出
だ
さ
れ
た
る
三
山
の
一
つ
な
り
。
耳
な
し
山
と
も
み

な
し
山
と
も
。
語
る
に
よ
り
て
妄
執
の
。
由
あ
る
昔
の
物
語(８

)

。﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、﹃
萬
葉
集
﹄
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

二

能
︿
三
山
﹀
と
萬
葉
学
説

﹃
謡
曲
大
観
﹄
概
評
に
お
い
て
、
能
︿
三
山
﹀
創
作
の
発
想
が
大
和
三
山
の
妻
争
い
説
話
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(９

)

。

三
山
妻
争
ひ
の
説
話
を
原
形
の
ま
ゝ
に
採
ら
な
い
で
、
櫻
兒
、
鬘
兒
の
傳
説
と
織
り
交
ぜ
、
そ
れ
ら
の
傳
説
が
、
二
男
又
は
三
男
が
一
女

を
争
ふ
も
の
で
あ
る
の
を
、
一
男
が
二
女
に
通
ふ
こ
と
に
作
り
か
へ
、
更
に
室
町
時
代
の
世
相
に
合
は
せ
て
、
後
妻
打
ち
の
こ
と
を
思
ひ

つ
い
た
の
は
、
誠
に
面
白
い
構
想
で
あ
る
。

こ
の
曲
が
﹃
萬
葉
集
﹄
巻
一
に
収
め
ら
れ
て
い
る
三
山
歌
を
ふ
ま
え
、
同
書
巻
十
六
﹁
有
由
縁
并
雑
歌
﹂
詞
書
の
櫻
兒
と
鬘
兒
の
伝
説
を
か

ら
ま
せ
、
さ
ら
に
前
妻
が
後
妻
を
嫉
妬
し
て
叩
く
、
後
妻
打
ち
の
習
俗
を
採
り
入
れ
て
創
作
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
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三
山
歌
に
つ
い
て
、
鎌
倉
時
代
の
万
葉
学
者
で
あ
る
仙
覚
は
﹃
萬
葉
集
註
釋(

)

﹄
に
お
い
て
﹁
シ
カ
ル
ニ
カ
ク
山
ハ
、
女
山
也
。
畝
火
山
ト
、
耳

10

梨
山
ト
ハ
男
山
也
﹂
と
し
、
耳
成
山
︵
男
︶
か
ら
の
懸
想
を
香
具
山
︵
女
︶
は
受
け
入
れ
る
様
子
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
に
畝
傍
山
︵
男
︶
か

ら
懸
想
さ
れ
る
と
、
畝
傍
山
が
姿
も
雄
々
し
く
良
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
心
が
移
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
耳
成
山
が
先
の
約
束
通
り
、
香
具

山
に
逢
お
う
と
し
て
も
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
畝
傍
山
は
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
香
具
山
と
共
に
耳
成
山
と
戦
っ
た
。
こ
れ
を
﹁
三
山

の
戦
い
﹂
で
あ
る
と
す
る
。
仙
覚
は
、
香
具
山
︵
女
︶
が
耳
成
山
︵
男
︶
か
ら
畝
傍
山
︵
男
︶
へ
心
変
わ
り
し
た
こ
と
を
﹁
三
山
の
戦
い
﹂
の

原
因
と
し
た
。

こ
の
三
山
歌
は
、
長
歌
の
﹁
雄
男
志
等
﹂
な
ど
の
訓
釈
の
問
題
に
よ
っ
て
、
三
山
を
男
女
に
見
立
て
た
際
の
性
別
が
異
な
る(

)

。
11

①
香
具
山
︵
女
︶
が
、
畝
傍
山
︵
男
︶
を
﹁
雄
々
し
い
﹂
と
思
い
、
耳
成
山
︵
男
︶
と
争
い
が
起
き
た
。

②
香
具
山
︵
男
︶
が
、
畝
傍
山
︵
女
︶
を
﹁
愛を

し
﹂
と
思
い
、
耳
成
山
︵
男
︶
と
争
い
が
起
き
た
。

③
香
具
山
︵
女
︶
が
、
畝
傍
山
︵
男
︶
を
﹁
雄
々
し
い
﹂
と
思
い
、
耳
成
山
︵
女
︶
と
争
い
が
起
き
た
。

能
︿
三
山
﹀
に
お
け
る
三
山
の
性
別
は
、
次
の
よ
う
な
構
成
を
取
る
。

④
香
具
山
に
住
む
、
か
し
は
で
の
公
成
︵
男
︶
が
、
畝
傍
山
の
桜
子
︵
女
︶
に
気
持
ち
が
傾
き
、
耳
成
山
の
桂
子
︵
女
︶
が
こ
れ
を
恨
み
、

池
に
身
を
投
じ
た
。

三
山
の
性
別
に
つ
い
て
、
鎌
倉
時
代
の
萬
葉
学
者
で
あ
る
仙
覚
は
①
の
説
を
、
江
戸
時
代
後
期
の
国
学
者
で
あ
る
伴
信
友
は
②
の
説
を
、
折

口
信
夫
は
③
の
説
を
採
用
す
る
。
②
と
③
は
、
江
戸
時
代
後
期
と
近
代
の
萬
葉
学
説
で
あ
る
た
め
、
能
︿
三
山
﹀
の
成
立
に
何
ら
か
の
影
響
を

与
え
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
①
の
仙
覚
説
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
の
北
村
季
吟
﹃
萬
葉
拾
穂
抄
﹄
ま
で
、
そ
の
ま
ま
受

け
継
が
れ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
萬
葉
学
説
と
能
の
男
女
配
置
は
一
致
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
能
の
詞
章
に
お
い
て
は
、
一
男
二
女
と
い
う
解
釈

が
一
般
論
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
ワ
キ
扮
す
る
良
忍
上
人
が
、
前
シ
テ
の
里
の
女
に
、﹃
萬
葉
集
﹄
の
大
和
三
山
の
詳
し
い
謂
わ
れ
に
つ
い
て

尋
ね
る
場
面
で
あ
る
。
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ワ
キ
﹁
げ
に
げ
に
萬
葉
集
に
い
は
く
。
大
和
の
國
に
三
山
あ
り
。
香
久
山
は
夫
畝
傍
耳
成
山
は
女
な
り
。
こ
れ
に
よ
つ
て
三
つ
に
争
ふ
と

書
け
り
。
こ
の
謂
れ
を
も
委
し
く
御
物
語
候
へ

諸
説
あ
る
三
山
歌
の
萬
葉
学
説
に
お
い
て
も
、
香
具
山
が
男
で
畝
傍
山
と
耳
成
山
が
女
と
い
う
説
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
能
独
自
の
解

釈
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
仙
覚
説
の
男
女
配
置
と
裏
返
し
に
な
っ
て
い
る
。
明
和
二
︵
一
七
六
五
︶
年
刊
行
の
﹃
明
和
改
正
謡
本(

)

﹄︵
以
下
、
明
和

12

本
と
略
す
︶
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

實
々
萬
葉
集
の
長
哥
に

香
山
は
畝
火
雄
男
志
と
耳
梨
と

あ
ら
そ
ひ
き
と
よ
ま
せ
給
へ
ば

香
山
は
女
に
て

う
ね
び
山
と
耳
梨
山
は

男
山
と
お
ぼ
え
候

又
こ
と
な
る
昔
語
の
候
は
ゞ
委
く
御
物
語
候
へ

明
和
本
で
は
、
能
︿
三
山
﹀
の
一
男
二
女
と
い
う
男
女
配
置
が
異
説
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
前
期
の
国
学
者
で
あ
る
契
沖
の
﹃
萬
葉
代
匠
記(

)

﹄
に
お
い
て
も
、
三
山
の
性
別
は
仙
覚
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
契
沖
は
﹁
第
一
の

13

句
、
か
く
山
を
は
と
心
得
へ
し
﹂
と
言
い
、﹁
う
ね
ひ
の
を
ゝ
し
き
山
と
、
耳
成
山
と
か
、
を
の
〳
〵
わ
れ
え
む
と
あ
ら
そ
ふ
な
り
﹂
と
解
釈
し
、

仙
覚
の
香
具
山
︵
女
︶
主
導
の
争
い
と
す
る
見
方
か
ら
、
一
女
を
﹁
我
得
む
﹂
と
す
る
二
男
の
積
極
的
な
争
い
説
へ
と
修
正
を
し
た
。
さ
ら
に

契
沖
は
大
和
三
山
の
妻
争
い
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
類
話
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。

さ
て
妻
を
あ
ら
そ
へ
る
こ
と
は
、
此
末
に
見
え
た
る
、
鬘
兒
、
櫻
兒
、
蘆
屋
の
う
な
ひ
を
と
め
な
と
の
た
く
ひ
な
り

鬘
兒
、
櫻
兒
の
伝
説
は
﹃
萬
葉
集
﹄
巻
十
六
﹁
有
由
縁
并
雑
歌
﹂
詞
書
に
、
菟
原
処
女

う
な
い
お
と
め

の
伝
説
は
同
書
巻
九
の
高
橋
虫
麻
呂
ら
の
長
歌
に
見

ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
一
女
を
め
ぐ
る
二
男
な
い
し
三
男
の
妻
争
い
伝
説
で
あ
る
。
能
︿
三
山
﹀
に
お
い
て
、
耳
成
山
の
桂
子
と
畝
傍
山
の
桜
子

と
の
間
に
香
具
山
の
男
を
め
ぐ
る
争
い
が
起
き
た
原
因
に
つ
い
て
、
前
シ
テ
の
里
の
女
が
ワ
キ
良
忍
上
人
に
物
語
る
場
面
が
あ
る
。

シ
テ
﹁
そ
れ
は
あ
の
香
久
山
に
住
み
け
る
人
、
畝
傍
耳
成
二
つ
の
里
に
。
二
人
の
女
に
契
り
を
こ
め
て
。
二
道
か
け
て
通
ひ
し
な
り

ワ
キ
﹃
さ
て
畝
傍
山
の
女
の
名
を
ば

シ
テ
﹁
櫻
子
と
聞
え
し
色
好
み

ワ
キ
﹃
耳
成
山
の
女
の
名
を
ば

シ
テ
﹁
桂
子
と
い
は
れ
し
優
女
な

り

ワ
キ
﹃
さ
て
争
ひ
は

シ
テ
﹃
花
や
緑
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香
具
山
に
住
ん
で
い
た
男
が
、
畝
傍
山
の
桜
子
と
耳
成
山
の
桂
子
と
契
り
を
結
び
、
両
方
へ
通
っ
て
い
た
。
桜
子
は
美
し
い
女
で
花
に
喩
え

ら
れ
、
桂
子
は
優
し
い
女
で
緑
に
喩
え
ら
れ
る
、
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
美
し
さ
で
あ
っ
た
、
と
語
ら
れ
る
。
契
沖
の
﹃
萬
葉
代
匠
記
﹄
の
註
釈
で
は
、

櫻
兒
と
鬘
兒
の
伝
説
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

此
巻
櫻
兒
、
鬘
兒
等
お
の
〳
〵
容
儀
す
く
れ
て
か
へ
り
て
身
を
そ
こ
な
へ
り
。
か
な
し
き
か
な
。

契
沖
の
﹃
萬
葉
代
匠
記
﹄
で
は
、
二
女
の
器
量
の
良
さ
が
か
え
っ
て
仇
を
な
し
、
悲
し
い
結
末
を
迎
え
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が

﹃
萬
葉
集
﹄
巻
十
六
﹁
有
由
縁
并
雑
歌
﹂
詞
書
に
は
、
櫻
兒
、
鬘
兒
の
器
量
に
関
す
る
記
述
は
な
い(

)

。
14

三

能
︿
三
山
﹀
間
狂
言
本
の
成
立
時
期

江
戸
時
代
、
能
の
各
流
派
は
、
そ
れ
ぞ
れ
流
儀
の
正
式
演
目
を
整
え
、
書
上

か
き
あ
げ

と
い
う
公
式
文
書
で
幕
府
に
報
告
し
て
い
た
。
書
上
を
調
べ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
流
派
の
正
式
演
目
の
加
除
変
遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
寛
文
、
享
保
、
天
保
の
書
上
を
見
て
み
る
と
、
能
︿
三
山
﹀

を
正
式
演
目
と
し
て
い
る
の
は
宝
生
流
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
享
保
、
天
保
の
書
上
に
は
記
載
が
あ
る
も
の
の
、
寛
文
の
書
上
に
は
記
載
が

な
い
。
金
剛
流
で
は
い
ず
れ
の
書
上
に
も
記
載
が
見
ら
れ
ず
、︿
三
山
﹀
の
曲
名
が
謡
本
に
姿
を
現
し
た
の
は
昭
和
版
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
版
発

行
に
際
し
て
、金
剛
流
二
十
三
世
宗
家
の
金
剛
右
京
に
よ
っ
て
編
入
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
観
世
流
で
も
書
上
に
記
載
が
見
ら
れ
な
い
。

能
︿
三
山
﹀
の
間
狂
言
本
の
詞
章
は
、
江
戸
初
期
の
西
村
弥
三
左
衛
門
写
あ
る
い
は
所
持
と
さ
れ
る
﹃
筑
波
大
学
本
﹄
や
、
貞
享
二
︵
一
六

八
五
︶
年
の
松
井
兵
右
衛
門
写
﹃
貞
享
松
井
本
﹄、
貞
享
四
︵
一
六
八
七
︶
年
の
鞍
貫
勘
四
郎
写
﹃
貞
享
鞍
貫
本
﹄
、﹃
山
脇
和
泉
家
伝
来
九
冊
組

間
狂
言
本
﹄︵
通
称
﹁
共
同
社
本
﹂︶
な
ど
、
古
い
大
蔵
系
間
狂
言
本
に
は
記
載
が
な
い
。

能
︿
三
山
﹀
の
間
狂
言
本
の
成
立
は
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。

─ 56 ─



四

能
︿
三
山
﹀
間
狂
言
の
詞
章
比
較

﹃
萬
葉
集
﹄
に
お
け
る
一
女
二
男
の
妻
争
い
が
、
能
に
お
い
て
一
男
二
女
の
三
角
関
係
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
理
由
を
、
能
の
詞
章
か
ら
う

か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
場
物
の
能
で
は
前
シ
テ
の
中
入
後
に
、
ア
イ
所
の
者
が
ワ
キ
僧
の
問
い
に
答
え
て
、
シ
テ
方
扮
す
る
役
に

ま
つ
わ
る
物
語
の
補
足
解
説
や
主
題
の
提
示
な
ど
を
行
う
﹁
間
語
リ
﹂
を
す
る
。
能
︿
三
山
﹀
に
お
い
て
も
、
ア
イ
所
の
者
が
ワ
キ
良
忍
上
人

の
問
い
に
答
え
て
、
三
山
の
伝
説
に
つ
い
て
語
る
。

能
の
前
場
に
、
ア
イ
所
の
者
が
ワ
キ
良
忍
上
人
に
乞
わ
れ
、
大
和
三
山
に
つ
い
て
教
え
る
場
面
が
あ
る
。
ア
イ
所
の
者
に
よ
る
﹁
教
エ
間(

)

﹂
15

で
、
ワ
キ
良
忍
上
人
に
三
山
の
位
置
を
示
す
。
東
西
南
北
と
方
向
を
変
え
て
周
囲
の
名
所
を
教
え
る
う
ち
に
、
舞
台
上
の
四
方
の
風
景
を
説
明

す
る
。﹁
教
え
間
﹂
は
、
名
所
案
内
と
と
も
に
、
物
語
の
舞
台
と
な
る
場
所
を
設
定
す
る
。︵
傍
線
は
私
に
よ
る
︶
。

①
先
是
よ
り
南
に
見
へ
た
る
を
。
天ア

メ

の
香カ

久グ

と
申
候
。
又
西
に
見
へ
た
る
を
う
ね
ひ
山
と
申
す
。
北
に
見
へ
た
る
か
耳
な
し
山
に
て
候

万
葉
集
に
も
ほ
め
ら
れ
た
る
名
山
に
て
も
候
間

︽
和
泉
流
﹃
得
平
本(

)

﹄︾

16

②
ま
づ
是
よ
り
南
に
見
え
た
る
を
天
の
香
久
山
と
申
し
候
。
ま
た
西
に
見
え
た
る
が
耳
無
山
に
て
候
。
萬
葉
集
に
も
褒
め
ら
れ
た
る
名
山

に
て
候
間
。

︽
和
泉
流
﹃
狂
言
集
成
本(

)

﹄︾

17

③
こ
れ
よ
り
西
に
見
え
た
る
は
畝
傍
山
。
こ
な
た
な
る
が
耳
成
山
。
又
南
に
見
え
た
る
は
香
具
山
と
申
し
候
。︽

大
蔵
流
﹃
森
川
杜
園
本(

)

﹄︾

18

④
先
南
に
見
へ
た
る
ハ
天
の
香
具
山
と
申
。
西
な
る
を
畝
火
山
と
言
ひ
。
北
に
見
へ
た
る
を
耳
無
山
と
申
ス
。

︽
鷺
流
﹃
若
林
本(

)

﹄︾

19

⑤
先
南
に
見
へ
た
る
ハ
天
の
香
具
山
と
申
シ
。
西
成
る
を
畝
火
山
と
云
。
北
に
見
へ
た
る
を
耳
無
山
と
申
ス
。

︽
鷺
流
﹃
安
藤
本(

)

﹄︾

20

⑥
先
ツ
南
ニ
見
え
た
る
ハ
天
の
香
具
山
と
申
。
西
な
る
ハ
畝
火
山
と
言
ひ
。
北
に
見
え
た
る
を
耳
な
し
山
と
申
ス
。
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︽
鷺
流
﹃
天
田
本(

)

﹄︾

21

前
場
に
お
い
て
、
前
シ
テ
里
の
女
が
ワ
キ
良
忍
上
人
に
大
和
三
山
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

シ
テ
﹁
ま
づ
南
に
見
え
た
る
は
香
久
山
。
︵
幕
の
方
に
向
き
︶
西
に
見
え
た
る
は
畝
傍
山
。
こ
の
耳
成
ま
で
は
三
つ
の
山
。

狂
言
集
成
本
を
除
く
、
三
流
の
間
狂
言
台
本
お
よ
び
能
の
詞
章
は
、
南
が
香
具
山
、
西
が
畝
傍
山
、
北
が
耳
成
山
で
あ
る
。
狂
言
集
成
本
だ

け
﹁
西
に
見
え
た
る
が
耳
無
山
﹂
と
し
、
畝
傍
山
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
。
唐
の
都
城
制
を
模
し
た
藤
原
京
は
、
東
に
香
具
山
、
西
に
畝
傍
山
、

北
に
耳
成
山
の
大
和
三
山
に
囲
ま
れ
た
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
﹃
萬
葉
集
﹄
巻
一
﹁
藤
原
宮
御
井
歌(

)

﹂
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
能
や
間
狂
言
台
本
の

22

詞
章
で
は
﹁
南
に
見
え
た
る
は
香
久
山
﹂
と
し
て
い
る
が
、
実
際
の
地
理
で
は
、
東
に
香
具
山
、
西
に
畝
傍
山
、
北
に
耳
成
山
、
南
に
吉
野
山

で
あ
る
。
ま
た
和
泉
流
で
は
大
和
三
山
に
つ
い
て
﹁
万
葉
集
に
も
ほ
め
ら
れ
た
る
名
山
﹂
と
語
る
が
、
大
蔵
流
と
鷺
流
で
は
語
ら
れ
な
い
。
ま

た
鷺
流
の
若
林
本
で
は
﹁
最
前
小
原
の
良
恩
聖
と
有
り
て
。
当
所
の
三
山
を
お
尋
ね
有
り
し
程
に
。
即
懇
に
教
へ
や
り
申
た
る
が
。﹂
と
前
置
き

し
、
三
山
の
方
角
に
つ
い
て
語
り
始
め
る
。
若
林
本
の
み
、
ア
イ
が
ワ
キ
と
没
交
渉
で
、
名
ノ
リ
座
で
立
っ
た
ま
ま
物
語
を
す
る
﹁
立
シ
ャ
ベ

リ
間
﹂
で
間
語
リ
を
行
う
。

前
シ
テ
の
中
入
後
、
再
び
ア
イ
扮
す
る
所
の
者
が
登
場
す
る
。
ワ
キ
良
忍
上
人
に
﹁
こ
の
三
山
に
つ
き
様
々
子
細
あ
る
べ
し
。
御
存
じ
に
於

て
は
語
つ
て
御
聞
か
せ
候
へ
﹂
と
、
三
山
の
謂
わ
れ
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
、
ア
イ
所
の
者
が
返
答
を
す
る
。

①
是
ハ
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
事
を
承
り
候
者
︱
我
等
も
委
敷
ハ
存
せ
す
候
へ
共
最
前
よ
り
御
目
に
か
ゝ
り
お
尋
有
を
何
を
も
存
せ
ぬ
と
申
も

い
ゝ
か

︵
※
マ
マ
︶

に
候
間
あ
ら
〳
〵
御
物
語
申
さ
う
す
る
に
て
候

︽
和
泉
流
﹃
得
平
本
﹄
︾

②
＼
是
は
存
じ
も
寄
ら
ぬ
事
を
承
り
候
も
の
か
な
。
我
等
も
委
し
く
は
存
ぜ
ず
候
へ
ど
も
。
最
前
よ
り
御
目
に
か
ゝ
り
。
今
更
存
ぜ
ぬ
と

申
す
も
如
何
に
候
間
。
あ
ら
〳
〵
御
物
語
申
さ
う
ず
る
に
て
候
。
語
ま
づ
。
三
山
と
申
す
は
。
最
前
教
へ
申
す
如
く
。
香
久
山
畝
傍
山

耳
無
山
。
是
を
三
山
と
申
し
候
。

︽
和
泉
流
﹃
狂
言
集
成
本
﹄︾

③
狂
言
﹁
こ
れ
は
思
ひ
よ
ら
ぬ
事
を
承
り
候
も
の
か
な
。
我
等
も
こ
の
所
に
住
居
仕
り
候
へ
ど
も
。
左
様
の
事
委
し
く
は
存
ぜ
ず
候
さ
り
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な
が
ら
。
凡
そ
承
り
た
る
通
り
御
物
語
申
さ
う
ず
る
に
て
候

ワ
キ
﹁
近
頃
に
て
候

狂
言
﹁
さ
る
程
に
こ
の
大
和
の
国
に
於
て
。
三
山

と
申
す
は
隠
れ
も
な
き
御
事
に
て
候
。
こ
れ
な
る
は
香
具
山
と
申
し
て
隠
れ
も
な
き
名
山
に
て
候
。
即
ち
万
葉
集
に
も
。
春
過
ぎ
て
夏

来
に
け
ら
し
白
妙
の
。
衣
ほ
す
て
ふ
天
の
香
具
山
と
。
か
や
う
に
御
座
候
。

︽
大
蔵
流
﹃
森
川
杜
園
本
﹄︾

④
夫
に
付
あ
の
南
に
見
へ
た
る
を
天
の
香
久
山
と
申
子
細
は
。
天
照
太
神
葛
城
の
天
の
岩
戸
に
御
篭
り
成
さ
れ
し
時
。
其
所
が
昌
共

(※
マ
マ
)

香
四

方
に
薫
じ
た
る
に
仍
て
。
天
の
香
具
山
と
ハ
申
ス
。

︽
鷺
流
﹃
若
林
本
﹄
︾

⑤
︻
此
所
セ
リ
フ
常
ノ
通
リ
︼
先
南
に
見
へ
た
る
を
天
の
香
久
山
と
申
子
細
は
。
天
照
太
神
か
つ
ら
き
の
天
の
岩
戸
に
御
篭
り
成
さ
れ
し

時
。
其
所
が
昌
共
香
四
方
に
薫
じ
た
る
に
仍
て
。
天
の
香
具
山
と
ハ
申
す
。

︽
鷺
流
﹃
安
藤
本
﹄
︾

⑥
︻
常
ノ
答
︼
●
先
南
ニ
見
へ
た
る
を
天
の
香
久
山
と
申
子
細
は
。
天
照
大
神
葛
城
の
天
の
岩
戸
ニ
御
篭
り
被
成
し
時
其
所
よ
り
異
香
四

方
ニ
薫
し
た
る
に
依
て
。
天
の
香
具
山
と
ハ
申
。

︽
鷺
流
﹃
天
田
本
﹄︾

大
蔵
流
と
鷺
流
で
は
、
ま
ず
初
め
に
香
具
山
が
由
緒
あ
る
山
で
あ
る
こ
と
を
語
る
。
大
蔵
流
で
は
、
持
統
天
皇
が
香
具
山
に
つ
い
て
詠
ん
だ

歌
を
紹
介
す
る(

)

。
鷺
流
で
は
、
天
の
岩
戸
隠
れ
の
伝
承
地
と
し
て
の
香
具
山
を
紹
介
す
る
。
和
泉
流
で
は
、
香
具
山
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
。

23

ア
イ
所
の
者
は
、
三
山
の
一
男
二
女
の
三
角
関
係
に
つ
い
て
語
り
始
め
る
。

①
先
桂
子

カ
ツ
ラ
ゴ

と
申
は

心
や
さ
し
う
か
た
ち
う
つ
く
し
き
遊
女
に
て
こ
さ
有
け
る
と
申
候
。
最
前
お
し
へ
申
た
る
。
耳
な
し
山
の
麓
に
住
申

候
又
今
壹
人
桜
子
と
申
遊
女
。
是
ハ
う
ね
び
山
の
麓
に
す
み
け
る
か

其
従
か
ぐ
山
の
麓
に
柏
手

カ
シ
ワ
デ

の
公キ

ン

成
と
申
御
方
の
こ
さ
候
ひ
し

か
。
彼
桜
子
に
心
を
う
つ
し
み
ゝ
な
し
山
に
通
ひ
給
ひ
御
契
り
あ
さ
か
ら
さ
り
し
に
浮
世
の
な
ら
ひ
と
ハ
申
な
か
ら
彼
の
公
成
の
卿
心

の
あ
た
な
る
に
や
。

︽
和
泉
流
﹃
得
平
本
﹄︾

②
い
に
し
へ
こ
の
耳
無
山
の
麓
に
。
桂
子 ご

と
申
し
て
優
に
や
さ
し
き
遊
女
の
あ
り
し
に
。
そ
の
頃
香
久
山
の
邊
り
に
。
柏
手
の
公き

ん

成
と
申

す
御
方
の
御
座
候
ひ
し
が
。
か
の
桂
子
に
心
を
か
け
。
耳
無
山
に
通
ひ
淺
か
ら
ざ
る
仲
と
な
り
給
ひ
た
る
と
申
す
。
又
同
じ
頃
畝
傍
山

の
麓
に
。
櫻
子
と
申
し
て
そ
の
貌
世

か
た
ち

に
越
え
。
い
と
や
さ
し
き
女
の
あ
り
し
を
。

︽
和
泉
流
﹃
狂
言
集
成
本
﹄︾
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③
古
こ
の
山
に
。
公
成
と
申
す
人
済
み
給
ひ
。
又
畝
傍
山
に
櫻
子
申
す
女
の
住
み
給
ひ
。
耳
成
山
に
桂
子
と
申
す
女
の
御
座
候
。
公
成
始

め
の
程
は
桂
子
と
御
契
り
淺
か
ら
ず
御
座
候
が
。

︽
大
蔵
流
﹃
森
川
杜
園
本
﹄
︾

④
然
れ
バ
古
へ
香
久
山
の
梺
に
。
柏
手
の
公
成
と
云
人
あ
り
て
。
色
好
成
る
御
方
に
て
ま
し
ま
す
が
。
此
北
に
見
へ
た
る
耳
な
し
山
に
ハ

桂
子
と
申
遊
女
あ
り
。
又
畝
火
山
に
桜
子
と
申
女
の
有
け
る
が
。
彼
公
成
は
桂
子
に
心
を
掛
。
誠
に
妹
背
の
契
浅
か
ら
さ
り
し
に
。

︽
鷺
流
﹃
若
林
本
﹄︾

⑤
然
れ
バ
古
へ
香
久
山
の
梺
に
。
柏
手
の
公
成
と
云
人
有
り
て
。
色
好
成
る
御
方
に
て
御
座
す
が
。
北
に
見
へ
た
る
耳
無
山
に
ハ
桂
子
と

申
遊
女
あ
り
。
又
畝
火
山
に
桜
子
と
申
女
の
有
け
る
に
。

︽
鷺
流
﹃
安
藤
本
﹄︾

⑥
然
は
古
へ
香
久
山
の
麓
ニ
。
柏
手
の
公
成
と
言
人
有
り
て
。
色
好
な
る
御
方
に
て
御
坐
有
し
が
。
北
ニ
見
え
た
る
耳
な
し
山
ニ
ハ
。
桂

子
と
申
遊
女
有
り
。
又
畝
火
山
ニ
桜
子
と
申
女
有
け
る
に
。
彼
公
成
ハ
桂
子
に
思
ひ
を
掛
ケ
。
誠
ニ
妹
背
の
契
り
浅
か
ら
さ
り
し
に
。

︽
鷺
流
﹃
天
田
本
﹄︾

和
泉
流
で
は
ま
ず
初
め
に
桂
子
に
つ
い
て
紹
介
を
す
る
。﹁
遊
女
﹂
は
﹁
優
女
﹂
の
当
て
字
で
、
桂
子
が
心
も
容
貌
も
美
し
く
優
し
い
女
で
あ
っ

た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
ま
た
﹁
間
語
リ
﹂
に
お
い
て
物
語
の
舞
台
と
な
る
場
所
を
設
定
す
る
こ
と
が
あ
る
。
得
平
本
で
は
﹁
い
に
し
へ
こ
の
耳

無
山
の
麓
に
。
桂
子ご

と
申
し
て
優
に
や
さ
し
き
遊
女
の
あ
り
し
に
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
物
語
の
舞
台
が
耳
成
山
で
あ
る
こ
と
を
設
定
す
る
。

大
蔵
流
で
は
﹁
古
こ
の
山
に
。
公
成
と
申
す
人
済
み
給
ひ
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
物
語
の
舞
台
は
公
成
の
住
ん
で
い
た
香
具
山
で
あ
る
こ
と
を

設
定
す
る
。
鷺
流
で
は
ま
ず
初
め
に
、
香
具
山
の
麓
に
住
む
﹁
柏
手
の
公
成
﹂
に
つ
い
て
紹
介
を
す
る
。
﹁
柏
手
﹂
と
は
、
六
世
紀
か
ら
七
世
紀

に
伴
造
と
し
て
活
躍
し
た
豪
族
﹁

膳
か
し
わ
で

﹂
氏
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
香
具
山
の
山
麓
東
北
部
に
膳
夫

か
し
わ
て

町
が
現
存
す
る
。

ア
イ
所
の
者
は
、
香
久
山
の
麓
に
住
む
公
成
が
、
耳
成
山
の
桂
子
と
畝
傍
山
の
桜
子
と
に
通
っ
て
い
た
が
、
い
つ
し
か
桜
子
へ
気
持
ち
が
傾

き
、
こ
れ
を
恨
ん
だ
桂
子
が
耳
成
の
池
に
身
を
投
じ
た
こ
と
を
物
語
る
。

①
其
時
桂
子
思
ふ
や
う
。
昔
よ
り
う
つ
り
か
は
る
は
世
の
な
ら
ひ
千
年
万
年
契
れ
と
も
わ
か
る
ゝ
中
も
有
あ
か
ら
さ
ま
と
ハ
思
へ
と
も
な
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か
ら
へ
は
づ
る
事
も
有
世
に
定
メ
な
き

夫
ヲ
ウ
ト

の
心
。
誰
う
ら
む
へ
き
や
う
も
無
し
と
か
く
此
世
に
生
て
も
な
に
か
せ
ん
。
思
ひ
切
た
る

心
故
是
成
池
水
に
身
を
な
げ
む
な
し
く
成
申
さ
れ
て
候
あ
わ
れ
と
申
も
中
〳
〵
お
ろ
か
成
ル
事
に
て
こ
さ
候

︽
和
泉
流
﹃
得
平
本
﹄
︾

②
其
時
桂
子
思
ふ
様
。
昔
よ
り
移
り
變
る
は
世
の
習
ひ
。
た
と
ひ
千
年

ち
と
せ

を
契
れ
ど
も
。
別
る
ゝ
仲
も
あ
り
。
定
め
な
き
は
夫
の
心
。
誰
怨

む
べ
き
様
も
な
し
。
此
世
に
あ
り
て
も
其
の
甲
斐
な
し
と
思
ひ
。
是
な
る
池
水
に
身
を
投
げ
空
し
く
な
り
申
し
て
候
。
其
の
様
體
を
公

成
聞
附
け
池
の
邊
に
來
り
。
敢
へ
な
き
姿
を
見
一
首
の
歌
に
。
耳
な
し
の
。
池
し
恨
み
て
吾
妹
子

わ

ぎ

も

こ

が
。
き
つ
ゝ
か
く
れ
ば
水
は
か
れ
な

ん
と
。
詠
み
給
ひ
た
る
と
申
し
候
。
誠
に
。
哀
れ
な
る
御
事
に
て
御
座
あ
り
た
る
げ
に
候
。

︽
和
泉
流
﹃
狂
言
集
成
本
﹄︾

③
女
性
の
は
か
な
さ
は
。
捨
て
ら
れ
し
事
を
深
く
嘆
き
。
命
あ
つ
て
も
詮
な
し
と
て
。
身
を
投
げ
空
し
く
な
り
給
ふ
。
公
成
聞
き
給
ひ
。

大
に
驚
き
。
わ
が
心
故
に
桂
子
失
ひ
た
る
事
是
非
な
し
と
て
。
一
首
の
歌
に
。
耳
な
し
の
池
も
恨
め
し
吾
妹
子
が
。
き
つ
ゝ
な
れ
に
し

水
は
か
れ
な
ん
と
。
か
や
う
に
詠
み
給
ひ
。
そ
れ
よ
り
櫻
子
の
方
へ
も
御
通
ひ
な
く
。
愛
念
を
止
め
給
ふ
と
承
り
候
。

︽
大
蔵
流
﹃
森
川
杜
園
本
﹄︾

④
桂
子
此
由
を
聞
。
此
世
に
あ
り
て
も
何
か
せ
ん
と
思
ひ
。
耳
な
し
山
の
梺
な
る
池
水
に
身
を
投
空
し
く
成
る
を
。
亦
柏
手
の
公
成
是
を

聞
付
給
ひ
。
我
を
う
ら
み
相
果
た
る
事
不
便
な
り
と
思
召
。
夫
よ
り
桜
子
を
ふ
つ
と
思
ひ
切
り
給
ふ
。

︽
鷺
流
﹃
若
林
本
﹄
︾

⑤
桂
子
ハ
此
由
を
聞
。
此
世
に
有
り
て
も
何
か
せ
ん
と
思
ひ
。
耳
無
山
の
梺
な
る
。
池
水
に
身
を
投
空
し
く
成
る
を
。
亦
柏
手
の
公
成
是

を
聞
付
給
ひ
。
我
を
恨
ミ
相
果
た
る
事
不
便
な
り
と
思
召
。
夫
よ
り
桜
子
を
ふ
つ
と
お
も
ひ
切
給
ひ
た
る
由
承
る
。

︽
鷺
流
﹃
安
藤
本
﹄︾

⑥
桂
子
ハ
此
由
を
聞
。
世
ニ
あ
り
て
も
何
か
せ
ん
と
思
ひ
。
耳
な
し
山
の
麓
な
る
池
水
ニ
。
身
を
投
空
敷
成
た
る
を
。
柏
手
の
公
成
是
を

聞
給
ひ
。
我
を
恨
ミ
相
は
て
た
る
事
。
不
便
也
と
思
召
。
夫
よ
り
桜
子
を
ふ
つ
と
思
ひ
切
給
ひ
た
る
由
承
る
。

︽
鷺
流
﹃
天
田
本
﹄︾

桜
子
と
桂
子
の
名
は
、﹃
萬
葉
集
﹄
巻
十
六
所
収
の
﹁
有
由
縁
并
雑
歌
﹂
の
二
男
が
一
女
、
櫻
兒
を
争
い
女
が
首
を
く
く
る
伝
説
と
、
三
男
が

一
女
、
鬘
兒
を
争
い
女
が
身
を
投
げ
る
伝
説
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
三
流
と
も
に
、
公
成
の
心
が
桜
子
へ
と
傾
い
た
結
果
、
桂
子
が
耳
成
山
の
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池
に
身
を
投
げ
た
こ
と
を
物
語
る
。
和
泉
流
で
は
﹁
昔
よ
り
う
つ
り
か
は
る
は
世
の
な
ら
ひ
千
年
万
年
契
れ
と
も
わ
か
る
ゝ
中
も
有
あ
か
ら
さ

ま
と
ハ
思
へ
と
も
な
か
ら
へ
は
づ
る
事
も
有
世
に
定
メ
な
き
夫

ヲ
ウ
ト

の
心
﹂
と
、
男
の
心
の
移
ろ
い
や
す
さ
を
物
語
る
。
一
方
、
典
拠
と
な
る
﹃
萬

葉
集
﹄
巻
十
六
﹁
有
由
縁
并
雑
歌
﹂
詞
書
の
櫻
兒
と
鬘
兒
の
伝
説
は
、
一
女
を
得
よ
う
と
す
る
男
の
和
ら
げ
に
く
く
堅
い
心
に
つ
い
て
物
語

(

)
る
。
24

狂
言
集
成
本
や
森
川
杜
園
本
で
は
萬
葉
集
の
和
歌
を
、
公
成
が
桂
子
の
死
を
悼
み
詠
ん
だ
歌
と
し
て
紹
介
す
る
。
大
蔵
流
と
鷺
流
で
は
桂
子
入

水
以
来
、
公
成
が
桜
子
の
元
へ
通
う
こ
と
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
和
泉
流
で
は
こ
の
後
日
談
は
語
ら
れ
ず
、
得
平
本
で
は
桂
子
の
入

水
を
﹁
あ
わ
れ
と
申
も
中
〳
〵
お
ろ
か
成
ル
事
に
て
こ
さ
候
﹂
と
物
語
る
。

和
泉
流
の
狂
言
集
成
本
は
間
語
リ
の
後
半
に
、
鎌
倉
時
代
の
萬
葉
学
者
の
仙
覚
の
説
を
引
用
し
て
い
る
︵
︽

︾
は
私
に
よ
る
︶。
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仙
覚
﹃
萬
葉
集
註
釋
﹄
巻
一

和
泉
流
﹃
狂
言
集
成
本
﹄

①

ム
カ
シ
ハ
山
川
モ
夫
婦
ノ
契
ヲ
ム
ス
ヒ
ケ
リ
。

︽
④
参
照
︾

②

又
三
山
の
事
を
萬
葉
集
に
載
せ
ら
れ
た
る
は
。

③

シ
カ
ル
ニ
カ
ク
山
ハ
、
女
山
也
。
畝
火
山
ト
、
耳
梨
山
ト
ハ
男
山
也
。

香
久
山
は

女
を
ん
な

山
。
畝
傍
山
耳
無
山
は
男
と
あ
り
。

④

昔
は
山さ
ん

川せ
ん

も
夫
婦
の
契
を
結
び
し
に
や
。
︽
↓
①
︾

⑤

シ
カ
ル
ニ
ミ
ヽ
ナ
シ
ヤ
マ
、
ハ
シ
メ
ニ
カ
ク
ヤ
マ
ヲ
ケ
シ
ヤ
ウ
ス
ル
ニ
、
ナ
ニ
ト

ナ
ク
ウ
ケ
ヒ
ク
ケ
シ
キ
ナ
リ
ケ
リ
。

耳
無
山
初
め
に
香
久
山
を
懸
想
じ
け
れ
ば
。
何
と
な
く
う
け
ひ
く
氣
色
な
り
し

を
。

⑥

ソ
ノ
ヽ
チ
ニ
、
ウ
ネ
ヒ
ノ
山
、
又
カ
ク
山
ヲ
ケ
シ
ケ
ウ
ス
ル
ニ
、
ウ
ネ
ヒ
ノ
山
ハ

ス
カ
タ
モ
ヲ
ヽ
シ
ク
、
ヨ
カ
リ
ケ
レ
ハ
、
コ
レ
ニ
心
ウ
ツ
リ
ニ
ケ
リ
。

又
畝
傍み

山
も
香
久
山
に
思
ひ
を
か
け
し
に
。
畝
傍
山
は
姿
も
雄
々
し
く
良
か
り
け

れ
ば
。
香
久
山
こ
れ
に
心
移
り
し
に
よ
り
。

⑦

ヲ
ヽ
シ
キ
ト
イ
フ
ハ
、
ケ
タ
カ
ク
ヨ
キ
也
。
サ
テ
ミ
ヽ
ナ
シ
ヤ
マ
、
サ
キ
ノ
ヤ
ク

ソ
ク
ニ
マ
カ
セ
テ
、
ア
ハ
ン
ト
ス
ル
ニ
、
カ
ク
ヤ
マ
ウ
ケ
ヒ
カ
ス
。

︽
記
載
無
し
︾

⑧

ウ
ネ
ヒ
ノ
山
コ
レ
ヲ
キ
ヽ
テ
、
ト
モ
ニ
タ
ヽ
カ
フ
。
コ
レ
ヲ
ミ
ツ
山
ノ
タ
ヽ
カ
ヒ

ト
云
也
。

互
ひ
に
争
ひ
戦
ひ
し
を
。
三
山
の
戦
と
は
申
す
げ
に
候
。

⑨

イ
マ
コ
ノ
ミ
ウ
タ
ニ
、
カ
ノ
本
緣
ヲ
ヨ
マ
セ
給
ト
シ
テ
、

さ
れ
ば
帝
の
御
歌
に
。



香
具
山
を
女
に
、
畝
傍
山
と
耳
成
山
を
男
に
見
立
て
る
仙
覚
の
説
を
、
他
の
間
狂
言
台
本
で
は
引
用
し
な
い
。
仙
覚
の
説
を
引
用
す
る
と
、

前
場
で
ワ
キ
良
忍
上
人
が
、
前
シ
テ
里
の
女
に
、
三
山
の
詳
し
い
謂
わ
れ
に
つ
い
て
尋
ね
る
能
の
詞
章
と
矛
盾
が
生
じ
る
た
め
で
あ
る
。

ワ
キ
﹁
げ
に
げ
に
萬
葉
集
に
い
は
く
。
大
和
の
國
に
三
山
あ
り
。
香
久
山
は
夫
畝
傍
耳
成
山
は
女
な
り
。

能
の
詞
章
と
通
常
の
間
狂
言
台
本
は
、
香
具
山
を
男
に
、
畝
傍
山
と
耳
成
山
を
女
に
見
立
て
、
そ
れ
が
一
般
的
な
説
で
あ
る
か
の
よ
う
に
語

る
。
一
方
、
狂
言
集
成
本
は
無
理
な
こ
じ
つ
け
を
せ
ず
、
仙
覚
の
説
を
紹
介
す
る
。
狂
言
集
成
本
で
は
﹃
萬
葉
集
﹄
の
内
容
と
本
曲
独
特
の
物

語
の
展
開
と
の
相
違
を
あ
え
て
提
示
す
る
の
で
あ
る(

)

。
間
語
リ
の
役
割
は
、
シ
テ
方
扮
す
る
役
に
ま
つ
わ
る
物
語
の
補
足
解
説
や
主
題
の
提
示

25

な
ど
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
狂
言
集
成
本
は
、
相
違
を
あ
え
て
補
足
解
説
す
る
こ
と
に
よ
り
、
能
︿
三
山
﹀
の
独
特
の
物
語
展
開
を
観
客
に
説

得
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

能
︿
三
山
﹀
で
は
、
ワ
キ
を
類
型
的
な
諸
国
一
見
の
僧
と
は
せ
ず
、
融
通
念
仏
宗
の
宗
祖
で
あ
る
良
忍
上
人
と
す
る
。
ア
イ
所
の
者
は
、
桂

子
の
霊
が
、
ワ
キ
良
忍
上
人
の
前
に
姿
を
現
し
た
理
由
に
つ
い
て
推
量
し
、
桂
子
の
跡
を
弔
う
よ
う
に
促
す
。

①
某
す
い
り
や
う
仕
る
に
彼
の
桂
子
ハ
も
ふ
執
深
き
女
な
れ
ハ
此
度
名
帳

ナ
チ
ヤ
ウ

に
付
き
念
佛
の
効
力
を
受
佛
果
に
至
ら
ん
為
ゆ
う灵

是
迄
現
れ

た
る
と
存
候
間
修
行
の
道
ハ
御
い
そ
き
成
共
暫
御
逗
留
有
て
桂
子
の
跡
を
御
弔
ひ
い
つ
方
へ
も
御
通
あ
れ
か
し
と
存
候

︽
和
泉
流
﹃
得
平
本
﹄︾

②
某
推
量
仕
る
に
。
か
の
桂
子
は
妄
執
深
き
女
な
れ
ば
。
此
度
名
帳
に
つ
き
。
念
佛
の
効
力
を
受
け
。
佛
果
に
至
ら
ん
為
。
怨
霊
こ
れ
迄

現
れ
た
る
と
存
じ
候
間
。
修
行
の
道
は
御
急
ぎ
な
れ
ど
も
。
暫
く
御
逗
留
あ
つ
て
。
桂
子
の
跡
を
弔
ひ
。
何
方
へ
も
御
通
り
あ
れ
か
し
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⑩

カ
ミ
ヨ
ヨ
リ
、
カ
ヽ
ル
ニ
ア
ラ
シ
、
イ
ニ
シ
ヘ
モ
、
シ
カ
ニ
ア
リ
コ
ソ
、
ウ
ツ
セ

ミ
モ
、
ツ
マ
ヲ
ア
ヒ
ウ
ツ
ラ
シ
キ
ト
ハ
、

香
久
山
は
。
畝
傍み

雄
々
し
と
。
耳
無
し
と
。
相
争
ひ
き
神
代
よ
り
。
斯
か
る
に
あ

ら
し
い
に
し
へ
も
。
然し
か

に
あ
れ
こ
そ
虚う
つ

蝉
も
。
つ
ま
を
あ
ひ
う
つ
ら
し
き
と
。

⑪

令
詠
給
也
。

詠
ま
せ
給
ひ
た
る
と
承
り
及
び
て
候
。



と
存
じ
候
。

︽
和
泉
流
﹃
狂
言
集
成
本
﹄︾

③
さ
て
は
身
を
投
げ
給
ひ
し
桂
子
の
幽
霊
現
れ
出
で
。
御
詞
を
交
は
し
給
ふ
と
存
じ
候
間
。
桂
子
の
御
跡
を
御
弔
ひ
あ
れ
か
し
と
存
じ
候

︽
大
蔵
流
﹃
森
川
杜
園
本
﹄︾

④
誠
に
昔
語
り
と
ハ
申
な
が
ら
。
桂
子
の
心
中
余
り
に
痛
敷
事
な
れ
バ
。
彼
御
聖
に
此
由
を
申
。
融
通
念
仏
を
以
御
弔
ひ
成
さ
る
ヽ
様

に
。
申
上
べ
き
と
存
ず
る
間
。
此
辺
の
人
々
ハ
皆
々
。
其
分
心
得
候
へ

︽
鷺
流
﹃
若
林
本
﹄︾

⑤
扨
ハ
お
僧
の
御
心
中
貴
き
に
よ
り
。
古
へ
の
桂
子
の
亡
魂
顕
れ
出
。
三
ツ
山
の
子
細
を
語
り
申
さ
れ
た
る
と
推
量
致
す
。
誠
に
む
か
し

語
り
と
ハ
申
な
が
ら
。
余
り
に
桂
子
の
心
中
痛
敷
事
な
れ
バ
。
暫
く
是
に
御
逗
留
成
さ
れ
。
迚
の
御
結
縁
に
融
通
念
仏
を
以
て
。
彼
跡

を
御
弔
ひ
成
さ
れ
。
其
後
何
国
へ
も
お
通
り
あ
れ
か
し
と
存
ず
る

︽
鷺
流
﹃
安
藤
本
﹄
︾

⑥
扨
ハ
お
僧
の
御
心
中
貴
き
ニ
よ
り
。
古
へ
の
桂
子
の
亡
魂
顕
れ
出
。
三
山
の
子
細
を
語
り
申
さ
れ
た
る
と
推
量
致
す
。
誠
ニ
む
か
し
語

り
と
ハ
乍
申
。
余
り
に
桂
子
の
心
中
痛
敷
事
な
れ
バ
。
暫
く
是
ニ
御
逗
留
被
成
。
迚
も
の
御
結
縁
ニ
融
通
念
仏
を
以
て
。
彼
跡
を
御
と

ふ
ら
ひ
な
さ
れ
。
其
後
い
づ
く
へ
も
御
通
り
あ
れ
か
し
と
ぞ
ん
ず
る

︽
鷺
流
﹃
天
田
本
﹄
︾

和
泉
流
で
は
、
桂
子
は
成
仏
を
妨
げ
る
執
念
が
深
い
こ
と
を
物
語
り
、
桂
子
の
霊
が
姿
を
現
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
名
帳
に
記
名
し
て
も
ら

い
、
念
仏
の
効
力
に
よ
っ
て
成
仏
を
果
た
そ
う
と
し
た
た
め
だ
と
推
量
し
、
し
ば
ら
く
逗
留
し
て
跡
を
弔
う
よ
う
促
す
。
大
蔵
流
で
は
、
池
に

身
を
投
げ
た
桂
子
の
霊
が
現
れ
て
言
葉
を
交
わ
し
た
の
だ
と
推
量
し
、
跡
を
弔
う
よ
う
に
促
す
。
鷺
流
の
若
林
本
は
、
ワ
キ
良
忍
上
人
に
こ
の

桂
子
の
悲
話
を
語
り
、
融
通
念
仏
で
跡
を
弔
っ
て
も
ら
お
う
と
言
い
、﹁
此
辺
の
人
々
ハ
皆
々
。
其
分
心
得
候
へ
﹂
と
周
囲
へ
呼
び
掛
け
を
す
る
。

若
林
本
の
み
、
ア
イ
が
ワ
キ
と
没
交
渉
で
物
語
を
す
る
﹁
立
シ
ャ
ベ
リ
間
﹂
を
し
、
今
ま
で
の
間
語
リ
は
、
ア
イ
所
の
者
の
独
り
言
と
す
る
。

鷺
流
の
安
藤
本
と
天
田
本
は
、
ワ
キ
良
忍
上
人
の
心
中
が
貴
い
た
め
桂
子
の
霊
が
現
れ
た
の
だ
と
推
量
し
、
し
ば
ら
く
逗
留
し
て
融
通
念
仏
に

よ
っ
て
跡
を
弔
う
よ
う
促
す
。
こ
の
能
に
お
い
て
良
忍
上
人
を
出
し
た
の
は
、
融
通
念
仏
宗
の
﹁
念
仏
は
す
べ
て
の
も
の
に
と
け
あ
う(

)

﹂
と
す

26

る
教
義
、
自
己
の
念
仏
と
他
人
の
念
仏
が
融
通
し
あ
っ
て
、
一
人
の
念
仏
が
万
人
を
往
生
さ
せ
る
と
説
く
教
え
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
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ア
イ
の
退
場
後
、
後
場
に
お
い
て
上
人
が
桂
子
の
跡
を
弔
っ
て
い
る
と
、
憑
き
祟
っ
て
い
る
桂
子
の
恨
み
を
払
っ
て
欲
し
い
と
、
ツ
レ
桜
子

の
霊
が
現
れ
る
。
そ
こ
へ
後
シ
テ
桂
子
の
霊
も
現
れ
、
激
し
い
後
妻
打
ち
を
展
開
す
る
が
、
結
末
に
お
い
て
、
相
争
っ
た
桂
子
と
桜
子
両
人
諸

共
に
成
仏
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

能
︿
三
山
﹀
は
創
作
の
発
想
は
、
大
和
三
山
の
妻
争
い
説
話
に
あ
る
。﹃
萬
葉
集
﹄
巻
一
の
三
山
歌
と
、
同
書
巻
十
六
所
収
の
﹁
有
由
縁
并
雑

歌
﹂
の
櫻
兒
、
鬘
兒
の
伝
説
と
を
織
り
交
ぜ
創
作
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
二
男
又
は
三
男
が
一
女
を
争
う
の
を
、
一
男
を
二
女
が
争
う
も
の
に

作
り
替
え
て
い
る
。
能
︿
三
山
﹀
は
﹃
萬
葉
集
﹄
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
こ
れ
を
単
純
な
翻
案
と
し
て
片
付
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
を
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
理
由
は
、
能
の
詞
章
が
、
典
拠
と
な
る
﹃
萬
葉
集
﹄
の
内
容
を
作
り
替
え
て
し
ま
っ
て

い
る
た
め
で
あ
る
。

間
語
リ
の
役
割
と
し
て
、
能
の
筋
と
本
説
や
典
拠
と
の
間
を
取
り
持
つ
と
い
う
役
割
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
相
違
の
あ
る
、
能
︿
三
山
﹀
の

筋
と
、
典
拠
と
な
る
﹃
萬
葉
集
﹄
の
原
歌
と
詞
書
と
を
、
間
語
リ
に
よ
っ
て
つ
な
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
狂
言
集
成
本
以
外
の
間
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能
︿
三
山
﹀
の
典
拠
と
な
る
﹃
萬
葉
集
﹄

能
︿
三
山
﹀

香
具
山
を
女
に
、
畝
傍
山
と
耳
成
山
を
男
に
見
立
て
る
。

香
具
山
を
男
に
、
畝
傍
山
と
耳
成
山
を
女
に
見
立
て
る
。

東
に
香
具
山
、
西
に
畝
傍
山
、
北
に
耳
成
山
、
南
に
吉
野
山
。

南
に
香
具
山
、
西
に
畝
傍
山
、
北
に
耳
成
山
。

鬘
兒
が
耳
成
の
池
に
身
を
投
げ
た
の
は
、
自
分
に
求
婚
す
る
三
人
の
男
の
心
の
、
石
の

よ
う
に
固
く
和
ら
げ
難
さ
が
原
因
。

桂
子
が
耳
成
の
池
に
身
を
投
げ
た
の
は
、
二
股
を
掛
け
た
一
人
の
男
の
心
の
、
移
ろ
い

や
す
さ
が
原
因
。



狂
言
本
は
、
能
︿
三
山
﹀
の
詞
章
に
従
い
、
香
具
山
を
男
に
、
畝
傍
山
と
耳
成
山
を
女
に
見
立
て
、
そ
れ
が
一
般
的
な
説
で
あ
る
か
の
よ
う
に

語
る
。
一
方
、
狂
言
集
成
本
は
無
理
な
こ
じ
つ
け
を
せ
ず
、
仙
覚
の
萬
葉
学
説
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
能
独
自
の
設
定
と
の
相
違
を
、

観
客
に
説
得
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

間
狂
言
は
能
の
一
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
お
よ
そ
の
内
容
は
能
作
者
の
指
定
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
能
︿
三
山
﹀
間
狂
言

本
の
本
文
異
同
が
激
し
い
の
は
、
流
派
意
識
の
高
揚
な
ど
に
よ
り
、
次
々
と
各
家
で
台
本
が
筆
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
能
の
筋
と

本
説
や
典
拠
と
の
間
を
取
り
持
つ
間
語
リ
に
つ
い
て
、
独
自
に
創
意
を
加
え
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

注
︵

︶
吉
田
兼
将
編
。
大
永
四
︵
一
五
二
四
︶
年
成
立
の
作
者
付
。
三
五
〇
番
の
曲
名
を
作
者
別
に
列
記
し
て
い
る
。
観
世
長
俊
や
父
の
信
光
、
同
世
代
の

1
金
春
禅
鳳
ら
に
関
し
て
は
有
力
な
資
料
で
、
同
時
代
の
作
者
付
で
あ
る
﹃
自
家
伝
抄
﹄
と
比
べ
て
も
所
説
に
客
観
性
が
あ
る
。
一
方
で
、
作
者
不
明
の

優
れ
た
曲
目
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
全
て
を
世
阿
弥
の
作
と
し
、
同
時
代
以
外
の
曲
目
の
記
述
に
不
正
確
な
面
も
あ
る
。

︵

︶
明
和
二
年
︵
一
七
六
五
年
︶
に
上
梓
の
版
本
。
十
五
世
観
世
大
夫
・
観
世
元
章
が
著
し
た
作
者
付
。
同
年
、
元
章
は
そ
れ
ま
で
の
謡
本
の
詞
章
を
大

2
幅
に
改
訂
し
た
﹃
明
和
改
正
謡
本
﹄
を
編
纂
し
た
が
、
本
著
は
そ
の
目
録
に
作
者
名
を
注
記
し
た
も
の
。
元
章
は
、
先
行
の
作
者
付
の
信
頼
度
に
つ
い

て
は
深
く
検
討
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
採
り
入
れ
た
た
め
、
誤
り
が
非
常
に
多
い
。

︵

︶
金
剛
流
で
は
、︿
三
山
﹀
の
曲
名
が
謡
本
に
姿
を
現
し
た
の
は
昭
和
版
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
版
発
行
に
際
し
て
、
金
剛
流
二
十
三
世
宗
家
の
金
剛
右
京

3
に
よ
っ
て
編
入
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
観
世
流
で
は
、
明
和
二
︵
一
七
六
五
︶
年
刊
行
の
﹃
明
和
改
正
謡
本
﹄
に
お
い
て
現
行
曲
と
し
て
組
み

入
れ
ら
れ
た
が
、
昭
和
六
十
年
に
復
曲
上
演
さ
れ
る
ま
で
廃
曲
扱
い
と
な
っ
て
い
た
。

︵

︶
中
大
兄
近
江
宮
御
宇
天
皇
三
山
歌
一
首
・
巻
第
一
・
国
歌
大
観
番
号

︵
小
島
憲
之
、
木
下
正
俊
、
東
野
治
之
校
注
・
訳
﹃
萬
葉
集
①

新
編
日
本
古
典

4

13

文
学
全
集
６
﹄
小
学
館
、
一
九
九
四
年
五
月
︶。
読
み
下
し
文
は
同
書
に
よ
る
。

︵

︶
﹁
有
由
縁
并
雑
歌
・
巻
第
十
六
・
国
歌
大
観
番
号

・

﹂
の
詞
書
き
︵
小
島
憲
之
、
木
下
正
俊
、
東
野
治
之
校
注
・
訳
﹃
萬
葉
集
④

新
編
日
本

5

3786

3787

古
典
文
学
全
集
９
﹄
小
学
館
、
一
九
九
六
年
八
月
︶。
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︵

︶
﹁
有
由
縁
并
雑
歌
・
巻
第
十
六
・
国
歌
大
観
番
号

・

・

﹂
の
詞
書
︵
小
島
憲
之
、
木
下
正
俊
、
東
野
治
之
校
注
・
訳
﹃
萬
葉
集
④

新
編
日

6

3788

3789

3790

本
古
典
文
学
全
集
９
﹄
小
学
館
、
一
九
九
六
年
八
月
︶。

︵

︶
注
４
。

7
︵

︶
佐
成
謙
太
郎
著
﹃
謡
曲
大
観
﹄
第
五
巻
、
明
治
書
院
、
昭
和
五
十
七
年
八
月
。
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
謡
曲
本
文
は
観
世
流
現
行
本
を
収
め
る
﹃
謡
曲

8
大
観
﹄
を
用
い
る
。

︵

︶
注
８
。

9
︵

︶
佐
佐
木
信
綱
編
﹃
萬
葉
集
叢
書

第
八
輯
﹄
古
今
書
院
、
大
正
十
五
年
七
月
。

10
︵

︶
諸
解
釈
に
つ
い
て
は
、
澤
瀉
久
孝
氏
の
﹃
萬
葉
集
注
釋

巻
一
﹄︵
中
央
公
論
社
、
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
︶
に
よ
る
。

11
︵

︶
十
五
世
観
世
大
夫
元
章
に
よ
り
明
和
二
︵
一
七
六
五
︶
年
に
、
そ
れ
ま
で
の
観
世
流
謡
本
の
詞
章
を
大
幅
に
改
訂
し
た
﹃
明
和
改
正
謡
本
︵
以
下
明

12
和
本
︶﹄
が
刊
行
さ
れ
た
。
極
端
な
改
訂
は
不
評
で
、
元
章
の
没
後
は
す
ぐ
に
旧
に
復
し
た
。
明
和
本
の
制
作
を
命
じ
た
の
は
、
徳
川
御
三
卿
の
一
つ
、

田
安
家
の
始
祖
で
あ
る
田
安
宗
武
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
明
和
本
は
、
田
安
宗
武
や
賀
茂
真
淵
ら
の
協
力
に
よ
っ
て
、
字
句
の
改
訂
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
国
学
の
影
響
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

︵

︶
久
松
潜
一
校
訂
﹃
契
沖
全
集
﹄
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
八
年
一
月
。

13
︵

︶
﹁
有
由
縁
并
雑
歌
・
巻
第
十
六
・
国
歌
大
観
番
号

・

﹂
の
詞
書
き
は
﹁
昔
娘
子
あ
り
、
字
を
桜
児
と
い
ふ
。
こ
こ
に
二
の
壮
士
あ
り
、
共
に
こ

14

3786

3787

の
娘
を
誂
ひ
て
、
生
を
捐
て
て
挌
競
ひ
、
死
を
貪
り
て
相
敵
る
。
こ
こ
に
娘
子
歔
欷
き
て
曰
く
、﹃
古
よ
り
今
ま
で
に
、
未
だ
見
ず
、
一
の
女
の
身
の
二

つ
の
門
に
往
適
く
と
い
ふ
こ
と
を
。
方
今
壮
士
の
意
、
和
平
し
難
き
こ
と
あ
り
。
如
か
じ
、
妾
が
死
に
て
相
害
す
こ
と
永
く
息
ま
む
に
は
﹄
と
い
ふ
。

す
な
は
ち
林
の
中
に
尋
ね
入
り
、
樹
に
懸
り
て
経
き
死
ぬ
。
そ
の
両
の
壮
士
、
哀
慟
に
敢
へ
ず
、
血
の
泣
襟
に
漣
れ
ぬ
。
各
心
緒
を
陳
べ
て
作
る
歌
二

首
﹂
と
、
器
量
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。﹁
有
由
縁
并
雑
歌
・
巻
第
十
六
・
国
歌
大
観
番
号

・

・

﹂
の
詞
書
は
﹁
或
の
曰
く
、
昔
三
の
男
あ
り
、

3788

3789

3790

同
し
く
一
の
女
を
娉
ふ
。
娘
子
嘆
息
ひ
て
曰
く
、﹃
一
の
女
の
身
の
、
滅
易
き
こ
と
露
の
如
く
、
三
の
雄
の
志
の
、
平
し
難
き
こ
と
石
の
如
し
﹄
と
い
ふ
。

遂
に
乃
ち
池
の
上
に
彷
徨
み
、
水
底
に
沈
み
没
り
ぬ
。
こ
こ
に
そ
の
壮
士
等
、
哀
頽
の
至
り
に
勝
へ
ず
、
各
所
心
を
陳
べ
て
作
る
歌
三
首

娘
子
は
字

を
鬘
児
と
い
ふ
﹂
と
、
器
量
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。

︵

︶
ア
イ
が
ワ
キ
に
名
所
を
教
え
る
こ
と
を
﹁
教
エ
間
﹂
と
い
う
。
能
︿
三
山
﹀
で
は
一
曲
の
中
に
、﹁
教
エ
間
﹂
と
﹁
間
語
リ
︵
語
リ
間
︶﹂
の
二
種
類

15
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の
間
狂
言
が
演
じ
ら
れ
る
。

︵

︶
﹁
山
脇
得
平
本
間
之
本
﹂、
通
称
﹁
得
平
本
﹂。
江
戸
末
期
写
。
狂
言
共
同
社
、
佐
藤
友
彦
氏
蔵
。
山
脇
藤
左
衛
門
家
九
世
の
山
脇
得
平
の
手
に
よ
る
。

16
間
狂
言
本
詞
章
比
較
の
底
本
と
し
て
用
い
た
。
原
本
に
よ
る
。

︵

︶
﹁
三
宅
庄
一
手
沢
本
﹂、
通
称
﹁
狂
言
集
成
本
﹂。
江
戸
末
期
写
。［
翻
刻
］
野
々
村
戒
三
、
安
藤
常
次
郎
著
﹃
狂
言
集
成
﹄︵
春
陽
堂
、
昭
和
六
年
七

17
月
︶。

︵

︶
﹁
森
川
杜
園
旧
蔵
本
﹂、
通
称
﹁
森
川
杜
園
本
﹂。
推
定
寛
政
頃
写
。［
翻
刻
］
佐
成
謙
太
郎
著
﹃
謡
曲
大
観
﹄
第
四
巻
︵
明
治
書
院
、
昭
和
六
年
二
月
︶。

18
︵

︶
﹁
真
野
町
若
林
義
太
郎
氏
所
蔵
間
狂
言
本
﹂、
通
称
﹁
若
林
本
﹂。
上
下
二
分
冊
で
、
表
紙
に
は
そ
れ
ぞ
れ
﹁
鷺
流
間
狂
言
上
﹂、﹁
鷺
流
間
狂
言
下
﹂

19
の
表
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。
二
三
二
曲
を
所
収
。［
翻
刻
］
佐
渡
鷺
流
狂
言
研
究
会
編
集
﹃
佐
渡
鷺
流
間
狂
言
﹄︵
真
野
町
教
育
委
員
会
、
平
成
十
年
二

月
︶。

︵

︶
﹁
両
津
市
安
藤
春
雄
氏
所
蔵
間
狂
言
本
﹂、
通
称
﹁
安
藤
本
﹂。
安
藤
家
所
蔵
の
間
狂
言
本
は
﹁
間
と
ワ
キ
﹂、﹁
間
の
み
﹂、﹁
ワ
キ
の
み
﹂
の
三
種
類

20
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
間
狂
言
本
に
は
表
題
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
本
文
最
終
丁
に
﹁
明
治
三
六
年
文
月
こ
れ
を
写
す

持
主
恵
比
須
町

安
藤
幸
彦
﹂

と
あ
る
。
二
〇
一
曲
を
所
収
。［
翻
刻
］
佐
渡
鷺
流
狂
言
研
究
会
編
集
﹃
佐
渡
鷺
流
間
狂
言
﹄︵
真
野
町
教
育
委
員
会
、
平
成
十
年
二
月
︶
。

︵

︶
﹁
両
津
市
天
田
保
氏
所
蔵
間
狂
言
本
﹂、
通
称
﹁
天
田
本
﹂。
和
綴
袋
と
じ
一
冊
本
で
、
表
題
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
三
河
湖
翁
で
﹁
明
治
四

21
一
年
五
月
、
七
五
歳
の
時
に
天
田
狂
楽
の
乞
い
に
よ
り
書
写
﹂
と
あ
る
。
一
八
五
曲
を
所
収
。［
翻
刻
］
佐
渡
鷺
流
狂
言
研
究
会
編
集
﹃
佐
渡
鷺
流
間
狂

言
﹄︵
真
野
町
教
育
委
員
会
、
平
成
十
年
二
月
︶。

︵

︶
藤
原
宮
御
井
歌
・
巻
第
一
・
国
歌
大
観
番
号

︵
小
島
憲
之
、
木
下
正
俊
、
東
野
治
之
校
注
・
訳
﹃
萬
葉
集
①

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
６
﹄
小

22

52

学
館
、
一
九
九
四
年
五
月
︶。
藤
原
京
に
関
わ
る
祝
福
の
歌
で
、
香
具
山
は
﹁
日
の
経
の
大
き
な
御
門
﹂、
畝
傍
山
は
﹁
日
の
緯
の
大
き
な
御
門
﹂、
耳
梨

山
は
﹁
背
面
の
大
き
な
御
門
﹂、
吉
野
山
は
﹁
影
面
の
大
き
な
御
門
﹂
と
歌
い
、
香
具
山
は
東
の
太
陽
の
昇
る
太
陽
線
を
意
味
し
た
。

︵

︶
森
川
杜
園
本
に
お
い
て
﹁
即
ち
万
葉
集
に
も
﹂
と
あ
る
が
、
ア
イ
が
引
用
す
る
歌
は
新
古
今
和
歌
集
に
収
め
ら
れ
た
際
に
改
作
さ
れ
た
歌
で
あ
る
。

23
萬
葉
集
で
は
﹁
衣
ほ
し
た
り
﹂
と
な
っ
て
い
る
が
、
新
古
今
和
歌
集
で
は
﹁
衣
ほ
す
て
ふ
﹂
と
い
う
伝
聞
の
形
を
取
っ
て
い
る
。

︵

︶
注

参
照
。

24

14

︵

︶
国
学
の
影
響
を
強
く
受
け
た
明
和
本
の
詞
章
で
は
、
ワ
キ
良
忍
上
人
が
前
シ
テ
里
の
女
に
﹁
又
こ
と
な
る
昔
語
の
候
は
ゞ
委
く
御
物
語
候
へ
﹂
と
尋

25
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ね
、
能
︿
三
山
﹀
の
一
男
二
女
と
い
う
男
女
配
置
が
異
説
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
観
世
流
謡
本
の
詞
章
を
大
幅
に
改
訂
し
た
明
和
本

は
不
評
で
、
改
訂
者
の
元
章
没
後
は
す
ぐ
に
旧
に
復
し
た
。
そ
の
た
め
明
和
本
以
外
の
謡
本
で
は
、﹃
萬
葉
集
﹄
の
内
容
と
本
曲
独
特
の
物
語
の
展
開
と

の
相
違
を
あ
え
て
提
示
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

︵

︶
﹁
ゆ
う
ず
う
ね
ん
ぶ
つ
し
ゅ
う
︻
融
通
念
仏
宗
︼﹂
の
項
、
三
三
六
頁
︵
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
、
小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
﹃
日

26
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
﹄
第
十
三
巻
、
小
学
館
、
二
〇
〇
二
年
一
月
︶。

︵
本
学
非
常
勤
講
師
︶

能
︿
三
山
﹀
間
狂
言
本
の
記
事
別
異
同
対
照
表

︵
一
︶
書
誌
及
び
台
本
の
分
類

現
在
入
手
で
き
る
間
狂
言
本
の
記
事
別
異
同
対
照
表
を
、
間
狂
言
で
語
ら
れ
る
内
容
の
時
代
や
流
儀
に
よ
る
変
遷
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
作
成
し
た
。
比
較
表
で
用
い
た
台
本
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
簡
単
な
解
説
と
と
も
に
列
挙
す
る
。
︽

︾
内
は
本
文
で
用
い
た
略
称

で
あ
る
。

和
泉
流

①
山
脇
得
平
本
間
之
本
︽
得
平
本
︾
江
戸
末
期
写
。
狂
言
共
同
社
、
佐
藤
友
彦
氏
蔵
。
山
脇
藤
左
衛
門
家
九
世
の
山
脇
得
平
の
手
に
よ
る
。
間

狂
言
本
詞
章
比
較
の
底
本
と
し
て
用
い
た
。
原
本
に
よ
る
。

②
三
宅
庄
一
手
沢
本
︽
狂
言
集
成
本
︾
江
戸
末
期
写
。［
翻
刻
］
野
々
村
戒
三
、
安
藤
常
次
郎
著
﹃
狂
言
集
成
﹄︵
春
陽
堂
、
昭
和
六
年
七
月
︶。

大
蔵
流

③
森
川
杜
園
旧
蔵
本
︽
森
川
杜
園
本
︾
推
定
寛
政
頃
写
。［
翻
刻
］
佐
成
謙
太
郎
著
﹃
謡
曲
大
観
﹄
第
四
巻
︵
明
治
書
院
、
昭
和
六
年
二
月
︶。

鷺
流

④
真
野
町
若
林
義
太
郎
氏
所
蔵
間
狂
言
本
︽
若
林
本
︾
上
下
二
分
冊
で
、
表
紙
に
は
そ
れ
ぞ
れ
﹁
鷺
流
間
狂
言
上
﹂、
﹁
鷺
流
間
狂
言
下
﹂
の
表

題
が
付
さ
れ
て
い
る
。
二
三
二
曲
を
所
収
。［
翻
刻
］
佐
渡
鷺
流
狂
言
研
究
会
編
集
﹃
佐
渡
鷺
流
間
狂
言
﹄
︵
真
野
町
教
育
委
員
会
、
平
成
十
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年
二
月
︶。

⑤
両
津
市
安
藤
春
雄
氏
所
蔵
間
狂
言
本
︽
安
藤
本
︾
安
藤
家
所
蔵
の
間
狂
言
本
は
﹁
間
と
ワ
キ
﹂
、﹁
間
の
み
﹂、
﹁
ワ
キ
の
み
﹂
の
三
種
類
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
間
狂
言
本
に
は
表
題
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
本
文
最
終
丁
に
﹁
明
治
三
六
年
文
月
こ
れ
を
写
す

持
主
恵
比
須
町

安
藤
幸

彦
﹂
と
あ
る
。
二
〇
一
曲
を
所
収
。［
翻
刻
］
佐
渡
鷺
流
狂
言
研
究
会
編
集
﹃
佐
渡
鷺
流
間
狂
言
﹄︵
真
野
町
教
育
委
員
会
、
平
成
十
年
二
月
︶
。

⑥
両
津
市
天
田
保
氏
所
蔵
間
狂
言
本
︽
天
田
本
︾
和
綴
袋
と
じ
一
冊
本
で
、
表
題
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
三
河
湖
翁
で
﹁
明
治
四
一
年

五
月
、
七
五
歳
の
時
に
天
田
狂
楽
の
乞
い
に
よ
り
書
写
﹂
と
あ
る
。
一
八
五
曲
を
所
収
。
［
翻
刻
］
佐
渡
鷺
流
狂
言
研
究
会
編
集
﹃
佐
渡
鷺
流

間
狂
言
﹄︵
真
野
町
教
育
委
員
会
、
平
成
十
年
二
月
︶。

︵
二
︶
凡
例

一
、
間
狂
言
本
の
記
事
別
異
同
対
照
表
は
、﹃
山
脇
得
平
本
間
之
本
﹄
を
底
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
対
照
表
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
通
読
の
便
宜
や
印
刷
上
の
制
約
を
考
慮
し
て
、
次
の
よ
う
な
処
置
を
施
し
た
。

１
、
文
字
遣
い
は
底
本
通
り
と
し
、
混
用
さ
れ
て
い
る
片
仮
名
も
そ
の
ま
ま
と
す
る
。

２
、
特
殊
な
合
字
・
連
字
体
は
通
行
字
体
に
改
め
る
。

３
、
ト
書
き
等
は
割
注
で
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
す
べ
て
一
行
書
き
と
す
る
。

４
、
セ
リ
フ
が
行
間
に
補
っ
て
書
き
入
れ
て
あ
る
場
合
、
こ
れ
を
本
文
の
該
当
箇
所
に
入
れ
て
︹

︺
で
括
っ
て
示
し
た
。
た
だ
し
、
そ
れ

が
セ
リ
フ
以
外
の
補
足
的
な
記
述
の
場
合
は
︻

︼
を
用
い
て
示
し
た
。

一
、
読
解
の
困
難
な
文
字
は
□
︵
伏
せ
字
︶
と
し
た
。

─ 70 ─



─ 71 ─

間
狂
言
本
名

段
の
構
成

和
泉
流

大
蔵
流

鷺
流

①
得
平
本
︿
三
山
﹀

②
狂
言
集
成
本︿
三
山
﹀

③
森
川
杜
園
本
︵
三
山
︶

④
若
林
本
︿
三
山
﹀

⑤
安
藤
本
﹁
同
語
﹂

⑥
天
田
本
︿
三
山
﹀

１
︱
①

ア
イ
の
登
場

三
山

三
山

ア
ヒ

里
人

三
山

四
十
二

腰
明

長
上
下

少

サ
刀
扇
持

同
語

四
十
三

三
山

腰
明
、
長
上
下
、
小

サ
刀
、
扇
持

１
︱
②

脇
呼
出
す
。

ワ
キ
﹁
所
の
人
の
渡
り
候

か

１
︱
③

狂
言
所
の
者
、
着
附
熨
斗

目
・
長
上
下
・
腰
帶
・
扇
・

小
刀
の
装
束
に
て
一
の
松

に
立
ち
、

︻
初
同
脇
ノ
跡
ヨ
リ

出
常
座
ニ
居
ル
脇
ヨ

リ
所
の
渡
候
ト
掛

ル
︼

︻
初
同
脇
ノ
跡
ヨ
リ

出
常
座
ニ
居
ル
脇
ヨ

リ
所
の
渡
候
ト
掛

ル
︼

２
︱
①

ア
イ
と
ワ
キ
の
応
対

所
の
者
と
お
尋
ハ
い
か

や
う
成
る
御
事
に
て
候

そ

＼
所
の
者
と
お
尋
ね

は
。
如
何
や
う
な
る
御

事
に
て
御
座
候
ぞ
。

狂
言
﹁
所
の
者
と
御
尋
ね

は
。
い
か
や
う
な
る
御
用

に
て
候
ぞ

●
誰
に
て
渡
候
ぞ

●
誰
に
て
渡
り
候
ぞ

●
誰
に
て
渡
候
ぞ

２
︱
②

シ
カ
〳
〵
。

ワ
キ
﹁
こ
れ
は
大
原
の
良

忍
と
申
す
聖
に
て
候
が
。

融
通
念
仏
を
弘
め
。
こ
れ

ま
で
参
り
候
。
こ
の
所
は

三
山
と
申
し
て
名
所
の
由

承
り
及
び
て
候
。
教
へ
て

給
は
り
候
へ

︿
是
は
小
原
の
良
忍

ト
申
聖
ニ
テ
候
ガ
融

通
念
佛
ヲ
弘
メ
是
迄

参
り
て
候
此
所
ハ
三

山
ト
申
テ
名
所
ノ
ヨ

シ
承
リ
及
テ
候
教
テ

玉
ハ
リ
候
ヘ
﹀

２
︱
③

三
ツ
山
と
申
ハ
壹
ツ
の

山
の
や
う
に
思
召
れ
う

す
る
か
。
左
様
に
て
ハ

こ
さ
な
く
候

＼
三
山
と
申
せ
ば
。
一

つ
山
の
様
に
思
召
さ
れ

う
ず
る
が
。
左
様
に
て

は
御
座
な
く
候
。

狂
言
﹁
さ
ん
候

●
参
ン
候
和
州
三
山

と
申
ハ
。

●
参
ン
候
和
州
三
山

と
申
ハ
。

●
参
ン
候
和
州
三
山

と
申
ハ
。
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２
︱
④

先
是
よ
り
南
に
見
へ
た

る
を
。
天ア
メ

の
香カ

久グ

と
申

候
。
又
西
に
見
へ
た
る

を
う
ね
ひ
山
と
申
す
。

北
に
見
へ
た
る
か
耳
な

し
山
に
て
候

ま
づ
是
よ
り
南
に
見
え

た
る
を
天
の
香
久
山
と

申
し
候
。
ま
た
西
に
見

え
た
る
が
耳
無
山
に
て

候
。

こ
れ
よ
り
西
に
見
え
た
る

は
畝
傍
山
。
こ
な
た
な
る

が
耳
成
山
。
又
南
に
見
え

た
る
は
香
具
山
と
申
し

候
。

先
南
に
見
へ
た
る
ハ

天
の
香
具
山
と
申
。

西
な
る
を
畝
火
山
と

言
ひ
。
北
に
見
へ
た

る
を
耳
無
山
と
申

ス
。

先
南
に
見
へ
た
る
ハ

天
の
香
具
山
と
申

シ
。
西
成
る
を
畝
火

山
と
云
。
北
に
見
へ

た
る
を
耳
無
山
と
申

ス
。

先
ツ
南
ニ
見
え
た
る

ハ
天
の
香
具
山
と

申
。
西
な
る
ハ
畝
火

山
と
言
ひ
。
北
に
見

え
た
る
を
耳
な
し
山

と
申
ス
。

２
︱
⑤

万
葉
集
に
も
ほ
め
ら
れ

た
る
名
山
に
て
も
候
間

萬
葉
集
に
も
褒
め
ら
れ

た
る
名
山
に
て
候
間
。

２
︱
⑥

心
静
に
御
ね
め
有
う
す

る
に
て
候

心
の
ど
か
に
御
眺
め
ら

う
ず
る
に
て
候
。

心
静
か
に
御
一
見
候
へ

初
め
た
る
御
方
な
ら

バ
心
静
に
御
覧
候
へ

初
め
た
る
御
方
な
ら

バ
心
静
に
御
覧
候
へ

初
め
た
る
御
方
な
ら

バ
。
心
静
に
御
覧
候

へ

２
︱
⑦

シ
カ
〳
〵
。

ワ
キ
﹁
懇
に
御
教
へ
祝
着

申
し
て
候
。
さ
あ
ら
ば
立

ち
越
え
心
静
か
に
一
見
申

さ
う
ず
る
に
て
候

︿
脇

念
頃
ニ
御
教

へ
祝
着
申
て
候
去
ら

バ
立
越
心
静
に
一
見

申
う
ず
る
に
て
候
﹀

２
︱
⑧

重
て
御
用
も
あ
ら
ハ
承

り
候

＼
重
ね
て
御
用
も
あ
ら

ば
承
り
候
べ
し
。

狂
言
﹁
御
用
の
事
候
は
ば

重
ね
て
仰
せ
候
へ

●
御
用
の
事
あ
ら
ハ

承
ふ
ず
る

●
御
用
の
事
あ
ら
バ

承
ふ
ず
る

●
御
用
の
事
あ
ら
バ

承
ハ
ふ
ず
る

２
︱
⑨

シ
カ
〳
〵
。

ワ
キ
﹁
頼
み
候
べ
し

︿
脇

頼

ミ

候

べ

し
﹀

２
︱
⑩

＼
心
得
申
し
て
候
。

後
。

狂
言
﹁
心
得
申
し
て
候
と

い
ひ
て
狂
言
は
狂
言
座
に

く
つ
ろ
ぎ
、

●
心
得
申
候

●
心
得
申
候

２
︱
⑪

ワ
キ
は
脇
座
に
行
き
か
ゝ

る
。

３
︱
①

ア
イ
の
仕
事
・
シ
テ

に
ま
つ
わ
る
物
語

中
入
過
ぎ
て
。

狂
言
立
ち
名
乗
座
に
出
で

て
、

︻
中
入
ニ
立
如
常
︼

︻
中
入
ニ
立
常
ノ

通
︼
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３
︱
②

最
前
修
行
者
の
。
三
山

を
お
尋
に
て
も
候
か
い

ま
た
爰
許
に
御
入
候

は
ゝ
。
参
リ
十
念
を
も

請
申
さ
は
や
と
存
る
や

先サ
キ

の
お
僧
の
未
タ
是
に

こ
さ
候
よ

＼
最
前
修
行
者
の
三
山

を
お
尋
ね
に
て
候
が
。

未
だ
爰
許
に
御
入
り
候

は
ゞ
。
某
十
念
を
も
請

け
申
さ
ば
や
と
存
ず

る
。
先
の
お
僧
の
未
だ

是
に
御
座
候
よ
。

狂
言
﹁
最
前
の
御
僧
の
。

三
山
を
御
尋
ね
候
程
に
。

教
へ
申
し
候
。
未
だ
あ
れ

に
御
座
候
か
参
つ
て
見
申

さ
ば
や
と
存
ず
る
。︵
ワ

キ
に
向
ひ
︶
御
僧
は
未
だ

こ
れ
に
御
座
候
か

●
最
前
小
原
の
良
恩

聖
と
有
り
て
。
当
所

の
三
山
を
お
尋
ね
有

り
し
程
に
。
即
懇
に

教
へ
や
り
申
た
る

が
。

●
最
前
小
原
の
良
恩

聖
と
あ
り
て
。
当
所

の
三
山
を
尋
給
ふ
程

に
。
某
の
念
頃
に
教

や
り
申
た
る
が
。
い

ま
だ
あ
れ
に
御
座
る

か
。
但
シ
何
方
へ
も

御
通
り
あ
り
た
る
か

参
り
て
見
申
さ
う
ず

る
。
い
や
い
ま
だ
是

に
御
座
候
よ

●
最
前
小
原
の
良
恩

聖
と
有
つ
て
。
当
所

の
三
山
を
お
尋
ね
有

り
し
程
に
。
即
懇
に

教
へ
や
り
申
た
る

が
。

未
ダ
あ
れ
ニ
御
坐
る

か
但
し
何
方
へ
も
御

通
り
あ
り
た
る
か
。

参
て
見
申
う
ず
る
。

イ
ヤ
い
ま
だ
是
ニ
御

坐
候
よ

３
︱
③

シ
カ
〳
〵

シ
カ
〳
〵
。

ワ
キ
﹁
未
だ
逗
留
申
し
て

候
。
ま
づ
近
う
御
入
り
候

へ
。
尋
ね
た
き
事
の
候

●
中
々
最
前
の
者
に

て
候

︿
脇

未
ダ
逗
留
申

て
候
先
ツ
近
う
御
入

候
へ
尋
申
度
事
の

候
﹀

３
︱
④

我
等
も
十
念
を
受
申
度

望
に
て
是
迠
参
し
て
候

我
等
も
十
念
請
け
申
し

た
き
望
み
に
て
是
迄
参

り
て
候
。

３
︱
⑤

シ
カ
〳
〵

シ
カ
〳
〵
。

●
心
得
申
候

３
︱
⑥

心
得
申
て
候

扨
お
尋

＼
心
得
申
し
て
候
。
扨

お
尋
ね
あ
り
た
き
と

は
。
如
何
や
う
な
る
御

事
に
て
御
座
候
ぞ
。

狂
言﹁
畏
ま
つ
て
候
。︵
真

中
に
出
で
下
に
居
て
︶
さ

て
御
尋
ね
さ
れ
た
き
と

は
。
い
か
や
う
な
る
御
用

に
て
候
ぞ

●
扨
お
尋
あ
り
た
き

と
ハ
い
か
様
な
る
御

事
に
て
候
ぞ

●
心
得
申
候
。
偖
御

尋
有
度
と
ハ
如
何
様

成
御
事
に
て
候
ぞ
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３
︱
⑦

シ
カ
〳
〵

シ
カ
〳
〵
。

ワ
キ
﹁
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
申

し
事
に
て
候
へ
ど
も
。
こ

の
三
山
に
つ
き
様
々
子
細

あ
る
べ
し
。
御
存
じ
に
て

於
て
は
語
つ
て
御
聞
か
せ

候
へ

︿
脇

思
ひ
も
寄
ら

ぬ
申
事
に
て
候
へ
共

此
三
山
ニ
付
て
様
々

子
細
有
べ
し
御
存
ニ

於
ハ
語
て
御
聞
せ
候

へ
﹀

３
︱
⑧

是
ハ
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
事

を
承
り
候
者
︱
我
等
も

委
敷
ハ
存
せ
す
候
へ
共

最
前
よ
り
御
目
に
か
ゝ

り
お
尋
有
を
何
を
も
存

せ
ぬ
と
申
も
い
ゝ
か

︵
※
マ
マ
︶

に

候
間
あ
ら
〳
〵
御
物
語

申
さ
う
す
る
に
て
候

＼
是
は
存
じ
も
寄
ら
ぬ

事
を
承
り
候
も
の
か

な
。
我
等
も
委
し
く
は

存
ぜ
ず
候
へ
ど
も
。
最

前
よ
り
御
目
に
か
ゝ

り
。
今
更
存
ぜ
ぬ
と
申

す
も
如
何
に
候
間
。
あ

ら
〳
〵
御
物
語
申
さ
う

ず
る
に
て
候
。

狂
言
﹁
こ
れ
は
思
ひ
よ
ら

ぬ
事
を
承
り
候
も
の
か

な
。
我
等
も
こ
の
所
に
住

居
仕
り
候
へ
ど
も
。
左
様

の
事
委
し
く
は
存
ぜ
ず
候

さ
り
な
が
ら
。
凡
そ
承
り

た
る
通
り
御
物
語
申
さ
う

ず
る
に
て
候

︻
此
所
セ
リ
フ
常
ノ

通
リ
︼

︻
常
ノ
答
︼

３
︱
⑨

ワ
キ
﹁
近
頃
に
て
候

３
︱
⑩

︵
三
山
に
つ
い
て
︶

語
ま
づ
。
三
山
と
申
す

は
。
最
前
教
へ
申
す
如

く
。
香
久
山
畝
傍
山
耳

無
山
。
是
を
三
山
と
申

し
候
。

狂
言
﹁
さ
る
程
に
こ
の
大

和
の
国
に
於
て
。
三
山
と

申
す
は
隠
れ
も
な
き
御
事

に
て
候
。
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３
︱
⑪

︵
香
久
山
に
つ
い

て
︶

こ
れ
な
る
は
香
具
山
と
申

し
て
隠
れ
も
な
き
名
山
に

て
候
。
即
ち
万
葉
集
に

も
。

春
過
ぎ
て
夏
来
に
け
ら
し

白
妙
の
。
衣
ほ
す
て
ふ
天

の
香
具
山
と
。
か
や
う
に

御
座
候
。

夫
に
付
あ
の
南
に
見

へ
た
る
を
天
の
香
久

山
と
申
子
細
は
。

天
照
太
神
葛
城
の
天

の
岩
戸
に
御
篭
り
成

さ
れ
し
時
。
其
所
が

昌
共
香
四
方
に
薫
じ

た
る
に
仍
て
。
天
の

香
具
山
と
ハ
申
ス
。

先
南
に
見
へ
た
る
を

天
の
香
久
山
と
申
子

細
は
。

天
照
太
神
か
つ
ら
き

の
天
の
岩
戸
に
御
篭

り
成
さ
れ
し
時
。
其

所
が
昌
共

(※
マ
マ
)

香
四
方
に

薫
じ
た
る
に
仍
て
。

天
の
香
具
山
と
ハ
申

す
。

●
先
南
ニ
見
へ
た
る

を
天
の
香
久
山
と
申

子
細
は
。

天
照
大
神
葛
城
の
天

の
岩
戸
ニ
御
篭
り
被

成
し
時
其
所
よ
り
異

香
四
方
ニ
薫
し
た
る

に
依
て
。
天
の
香
具

山
と
ハ
申
。

３
︱
⑫

︵
桂
子
、
桜
子
、
公

成
の
こ
と
︶

先
桂
子

カ
ツ
ラ
ゴ

と
申
は

心
や

さ
し
う
か
た
ち
う
つ
く

し
き
遊
女
に
て
こ
さ
有

け
る
と
申
候
。
最
前
お

し
へ
申
た
る
。
耳
な
し

山
の
麓
に
住
申
候

い
に
し
へ
こ
の
耳
無
山

の
麓
に
。
桂
子ご

と
申
し

て
優
に
や
さ
し
き
遊
女

の
あ
り
し
に
。

３
︱
⑬

又
今
壹
人
桜
子
と
申
遊

女
。
是
ハ
う
ね
び
山
の

麓
に
す
み
け
る
か
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３
︱
⑭

其
従
か
ぐ
山
の
麓
に

柏
手

カ
シ
ワ
デ

の
公キ
ン

成
と
申
御
方

の
こ
さ
候
ひ
し
か
。

そ
の
頃
香
久
山
の
邊
り

に
。
柏
手
の
公き
ん

成
と
申

す
御
方
の
御
座
候
ひ
し

が
。

か
の
桂
子
に
心
を
か

け
。
耳
無
山
に
通
ひ
淺

か
ら
ざ
る
仲
と
な
り
給

ひ
た
る
と
申
す
。

古
こ
の
山
に
。
公
成
と
申

す
人
済
み
給
ひ
。

然
れ
バ
古
へ
香
久
山

の
梺
に
。
柏
手
の
公

成
と
云
人
あ
り
て
。

色
好
成
る
御
方
に
て

ま
し
ま
す
が
。

此
北
に
見
へ
た
る
耳

な
し
山
に
ハ
桂
子
と

申
遊
女
あ
り
。
又
畝

火
山
に
桜
子
と
申
女

の
有
け
る
が
。

然
れ
バ
古
へ
香
久
山

の
梺
に
。
柏
手
の
公

成
と
云
人
有
り
て
。

色
好
成
る
御
方
に
て

御
座
す
が
。

北
に
見
へ
た
る
耳
無

山
に
ハ
桂
子
と
申
遊

女
あ
り
。
又
畝
火
山

に
桜
子
と
申
女
の
有

け
る
に
。

然
は
古
へ
香
久
山
の

麓
ニ
。
柏
手
の
公
成

と
言
人
有
り
て
。
色

好
な
る
御
方
に
て
御

坐
有
し
が
。

北
ニ
見
え
た
る
耳
な

し
山
ニ
ハ
。
桂
子
と

申
遊
女
有
り
。
又
畝

火
山
ニ
桜
子
と
申
女

有
け
る
に
。

３
︱
⑮

彼
桜
子
に
心
を
う
つ
し

み
ゝ
な
し
山
に
通
ひ
給

ひ
御
契
り
あ
さ
か
ら
さ

り
し
に
浮
世
の
な
ら
ひ

と
ハ
申
な
か
ら
彼
の
公

成
の
卿
心
の
あ
た
な
る

に
や
。

又
同
じ
頃
畝
傍
山
の
麓

に
。
櫻
子
と
申
し
て
そ

の
貌
世
か
た
ち

に
越
え
。
い
と

や
さ
し
き
女
の
あ
り
し

を
。

又
畝
傍
山
に
櫻
子
申
す
女

の
住
み
給
ひ
。

３
︱
⑯

耳
成
山
に
桂
子
と
申
す
女

の
御
座
候
。
公
成
始
め
の

程
は
桂
子
と
御
契
り
淺
か

ら
ず
御
座
候
が
。

彼
公
成
は
桂
子
に
心

を
掛
。
誠
に
妹
背
の

契
浅
か
ら
さ
り
し

に
。

彼
公
成
ハ
桂
子
に
心

を
掛
。
誠
に
妹
背
の

契
浅
か
ら
ざ
り
し

に
。

彼
公
成
ハ
桂
子
に
思

ひ
を
掛
ケ
。
誠
ニ
妹

背
の
契
り
浅
か
ら
さ

り
し
に
。

３
︱
⑰

︵
公
成
の
心
変
わ
り

と
桂
子
の
入
水
︶

う
ね
ひ
山
に
有
桜
子
を

ひ
と
め
見
し
よ
り
心
う

つ
り
。
又
引
か
へ
て
う

ね
ひ
山
に
通
ひ
夫
よ
り

し
て

桂
カ
ツ
ラ

子
へ
ハ
お
と

つ
れ
も
な
く
す
さ
み
参

ら
せ
候
程
に

か
の
公
成
心
移
り
。
又

引
替
へ
て
畝
傍
山
に
通

ひ
。
そ
れ
よ
り
し
て
桂

子
は
音
信
も
な
く
。
す

さ
み
參
ら
せ
し
程
に
。

何
と
か
思
し
召
し
け
ん
。

畝
傍
山
の
櫻
子
の
方
へ
御

出
で
あ
り
。
耳
成
山
へ
は

御
音
づ
れ
も
な
く
候
間
。

世
の
中
の
人
の
心
ハ

移
り
替
る
習
な
れ

バ
。
又
桜
子
に
心
を

う
つ
し
桂
子
の
方
へ

ハ
御
通
ひ
も
な
き
に

よ
り
。

世
の
中
の
人
の
心
ハ

移
り
替
る
習
な
れ

バ
。
又
桜
子
に
心
を

う
つ
し
桂
子
の
方
へ

ハ
御
通
ひ
も
な
き
に

よ
り
。

世
の
中
の
人
の
心
わ

移
り
替
る
習
ひ
な
れ

バ
。
又
桜
子
ニ
心
を

移
し
。
桂
子
の
方
へ

ハ
御
通
ひ
も
な
き
に

よ
り
。
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３
︱
⑱

︵﹃
萬
葉
集
﹄
巻
十

六﹁
有
由
縁
并
雑
歌
﹂

の
詞
書
の
裏
返
し

①
︶

其
時
桂
子
思
ふ
や
う
。

昔
よ
り
う
つ
り
か
は
る

は
世
の
な
ら
ひ
千
年
万

年
契
れ
と
も
わ
か
る
ゝ

中
も
有
あ
か
ら
さ
ま
と

ハ
思
へ
と
も
な
か
ら
へ

は
づ
る
事
も
有
世
に
定

メ
な
き

夫
ヲ
ウ
ト

の
心
。
誰

う
ら
む
へ
き
や
う
も
無

し
と
か
く
此
世
に
生
て

も
な
に
か
せ
ん
。
思
ひ

切
た
る
心
故

其
時
桂
子
思
ふ
様
。
昔

よ
り
移
り
變
る
は
世
の

習
ひ
。
た
と
ひ
千
年
ち
と
せ

を

契
れ
ど
も
。
別
る
ゝ
仲

も
あ
り
。
定
め
な
き
は

夫
の
心
。
誰
怨
む
べ
き

様
も
な
し
。
此
世
に
あ

り
て
も
其
の
甲
斐
な
し

と
思
ひ
。

女
性
の
は
か
な
さ
は
。
捨

て
ら
れ
し
事
を
深
く
嘆

き
。
命
あ
つ
て
も
詮
な
し

と
て
。

桂
子
此
由
を
聞
。
此

世
に
あ
り
て
も
何
か

せ
ん
と
思
ひ
。

桂
子
ハ
此
由
を
聞
。

此
世
に
有
り
て
も
何

か
せ
ん
と
思
ひ
。

桂
子
ハ
此
由
を
聞
。

世
ニ
あ
り
て
も
何
か

せ
ん
と
思
ひ
。

３
︱
⑲

︵﹃
萬
葉
集
﹄
巻
十

六﹁
有
由
縁
并
雑
歌
﹂

の
詞
書
の
裏
返
し

②
︶

是
成
池
水
に
身
を
な
げ

む
な
し
く
成
申
さ
れ
て

候

あ

わ

れ

と

申

も

中
〳
〵
お
ろ
か
成
ル
事

に
て
こ
さ
候

是
な
る
池
水
に
身
を
投

げ
空
し
く
な
り
申
し
て

候
。

身
を
投
げ
空
し
く
な
り
給

ふ
。

耳
な
し
山
の
梺
な
る

池
水
に
身
を
投
空
し

く
成
る
を
。

耳
無
山
の
梺
な
る
。

池
水
に
身
を
投
空
し

く
成
る
を
。

耳
な
し
山
の
麓
な
る

池
水
ニ
。
身
を
投
空

敷
成
た
る
を
。

３
︱
⑳

︵
公
成
の
悲
嘆
︶

其
の
様
體
を
公
成
聞
附

け
池
の
邊
に
來
り
。
敢

へ
な
き
姿
を
見
一
首
の

歌
に
。

公
成
聞
き
給
ひ
。
大
に
驚

き
。
わ
が
心
故
に
桂
子
失

ひ
た
る
事
是
非
な
し
と

て
。
一
首
の
歌
に
。

亦
柏
手
の
公
成
是
を

聞
付
給
ひ
。
我
を
う

ら
み
相
果
た
る
事
不

便
な
り
と
思
召
。

亦
柏
手
の
公
成
是
を

聞
付
給
ひ
。
我
を
恨

ミ
相
果
た
る
事
不
便

な
り
と
思
召
。

柏
手
の
公
成
是
を
聞

給
ひ
。
我
を
恨
ミ
相

は
て
た
る
事
。
不
便

也
と
思
召
。

３
︱
�

︵﹃
萬
葉
集
﹄
巻
十

六
・
国
歌
大
観
番
号

︶
3788

耳
な
し
の
。
池
し
恨
み

て
吾
妹
子

わ

ぎ

も

こ

が
。
き
つ
ゝ

か
く
れ
ば
水
は
か
れ
な

ん
と
。
詠
み
給
ひ
た
る

と
申
し
候
。

耳
な
し
の
池
も
恨
め
し
吾

妹
子
が
。
き
つ
ゝ
な
れ
に

し
水
は
か
れ
な
ん
と
。
か

や
う
に
詠
み
給
ひ
。

３
︱
�

誠
に
。
哀
れ
な
る
御
事

に
て
御
座
あ
り
た
る
げ

に
候
。

そ
れ
よ
り
櫻
子
の
方
へ
も

御
通
ひ
な
く
。
愛
念
を
止

め
給
ふ
と
承
り
候
。

夫
よ
り
桜
子
を
ふ
つ

と
思
ひ
切
り
給
ふ
。

夫
よ
り
桜
子
を
ふ
つ

と
お
も
ひ
切
給
ひ
た

る
由
承
る
。

夫
よ
り
桜
子
を
ふ
つ

と
思
ひ
切
給
ひ
た
る

由
承
る
。
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３
︱
�

︵
仙
覚
の
萬
葉
学
説

の
引
用
︶

又
三
山
の
事
を
萬
葉
集

に
載
せ
ら
れ
た
る
は
。

香
久
山
は

女
を
ん
な

山
。
畝

傍
山
耳
無
山
は
男
と
あ

り
。
昔
は
山さ
ん

川せ
ん

も
夫
婦

の
契
を
結
び
し
に
や
。

耳
無
山
初
め
に
香
久
山

を
懸
想
じ
け
れ
ば
。
何

と
な
く
う
け
ひ
く
氣
色

な
り
し
を
。
又
畝
傍み

山

も
香
久
山
に
思
ひ
を
か

け
し
に
。
畝
傍
山
は
姿

も
雄
々
し
く
良
か
り
け

れ
ば
。
香
久
山
こ
れ
に

心
移
り
し
に
よ
り
。

３
︱
�

互
ひ
に
争
ひ
戦
ひ
し

を
。
三
山
の
戦
と
は
申

す
げ
に
候
。

そ
れ
よ
り
こ
の
三
山
を
一

男
二
女
の
山
と
も
申
し

候
。

３
︱
�

︵﹃
萬
葉
集
﹄
巻
一
・

国
歌
大
観
番
号

︶
13

さ
れ
ば
帝
の
御
歌
に
。

香
久
山
は
。
畝
傍み

雄
々

し
と
。
耳
無
し
と
。
相

争
ひ
き
神
代
よ
り
。
斯

か
る
に
あ
ら
し
い
に
し

へ
も
。
然し
か

に
あ
れ
こ
そ

虚う
つ

蝉
も
。
つ
ま
を
あ
ひ

う
つ
ら
し
き
と
。
詠
ま

せ
給
ひ
た
る
と
承
り
及

び
て
候
。
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３
︱
�

最
前
申
如
く
此
儀
に
お

き
色
々
子
細
有
け
に
候

へ
共

先
我
等
の
承
り
た
る
ハ

か
く
の
分
に
て
候
か
扨

お
尋
ハ
い
か
や
う
成
ル

事
に
て
候
そ

最
前
申
す
如
く
。
此
の

儀
に
於
て
。
色
々
仔
細

あ
り
げ
に
候
へ
ど
も
。

ま
づ
我
等
の
承
り
た
る

は
斯
く
の
譯
に
て
候

が
。
扨
お
尋
ね
は
如
何

や
う
な
る
御
事
に
て
御

座
候
ぞ
。

ま
づ
我
等
の
承
り
た
る
は

か
く
の
如
く
に
て
御
座
候

が
。
何
と
思
し
召
し
御
尋

ね
な
さ
れ
候
ぞ
。
近
頃
不

審
に
存
じ
候

是
に
付
数
多
子
細
の

あ
り
と
ハ
申
せ
ど
。

先
我
等
が
存
た
る
ハ

斯
の
こ
と
く
に
て
候

是
ニ
付
数
多
子
細
の

有
り
と
ハ
言
へ
ど
。

先
我
等
の
存
た
る
ハ

如
斯
ニ
て
候

３
︱
�

シ
カ
〳
〵
。

ワ
キ
﹁
懇
に
御
物
語
り
候

も
の
か
な
。
尋
ね
申
す
も

餘
の
儀
に
あ
ら
ず
。
御
身

以
前
に
女
性
一
人
来
ら

れ
。
三
山
の
子
細
唯
今
御

物
語
り
の
如
く
懇
に
語

り
。
桂
子
の
跡
と
う
て
た

べ
と
申
さ
れ
候
程
に
。
如

何
な
る
人
ぞ
と
尋
ね
て
候

へ
ば
。
何
と
や
ら
ん
身
の

上
の
や
う
に
申
さ
れ
。
そ

の
ま
ゝ
姿
を
見
失
う
て
候

よ

︵
脇

念
頃
に
御
物

語
候
物
哉
尋
申
事
余

の
儀
ニ
あ
ら
ず
御
身

以
前
に
何
国
共
な
く

女
性
一
人
来
ら
れ
三

山
の
子
細
只
今
の
如

く
念
頃
ニ
語
り
桂
子

の
跡
と
ふ
て
た
べ
と

申
さ
れ
候
程
ニ
い
か

な
る
人
ぞ
と
尋
て
候

へ
バ
何
と
や
ら
ん
身

の
上
の
様
ニ
被
申
其

侭
す
か
た
を
見
失
ひ

て
候
よ
︶

４
︱
①

ア
イ
の
退
場

是
ハ
奇
特
成
シ
カ
〳
〵

＼
是
は
奇
特
な
る
事
を

承
り
候
も
の
か
な
。

狂
言
﹁
こ
れ
は
奇
特
な
る

事
を
承
り
候
も
の
か
な
。

●
是
ハ
奇
特
成
事
仰

ら
る
ヽ
物
哉
。

●
是
ハ
奇
特
成
事
仰

ら
る
ヽ
物
哉
。
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４
︱
②

︵
所
の
者
の
推
量
︶

某
す
い
り
や
う
仕
る
に

彼
の
桂
子
ハ
も
ふ
執
深

き
女
な
れ
ハ
此
度
名
帳

ナ
チ
ヤ
ウ

に
付
き
念
佛
の
効
力
を

受
佛
果
に
至
ら
ん
為
ゆ

う灵

是
迄
現
れ
た
る
と

存
候
間

某
推
量
仕
る
に
。
か
の

桂
子
は
妄
執
深
き
女
な

れ
ば
。
此
度
名
帳
に
つ

き
。
念
佛
の
効
力
を
受

け
。
佛
果
に
至
ら
ん

為
。
怨
霊
こ
れ
迄
現
れ

た
る
と
存
じ
候
間
。

さ
て
は
身
を
投
げ
給
ひ
し

桂
子
の
幽
霊
現
れ
出
で
。

御
詞
を
交
は
し
給
ふ
と
存

じ
候
間
。

扨
ハ
お
僧
の
御
心
中

貴
き
に
よ
り
。
古
へ

の
桂
子
の
亡
魂
顕
れ

出
。
三
ツ
山
の
子
細

を
語
り
申
さ
れ
た
る

と
推
量
致
す
。

扨
ハ
お
僧
の
御
心
中

貴
き
ニ
よ
り
。
古
へ

の
桂
子
の
亡
魂
顕
れ

出
。
三
山
の
子
細
を

語
り
申
さ
れ
た
る
と

推
量
致
す
。

４
︱
③

修
行
の
道
ハ
御
い
そ
き

成
共
暫
御
逗
留
有
て
桂

子
の
跡
を
御
弔
ひ
い
つ

方
へ
も
御
通
あ
れ
か
し

と
存
候

修
行
の
道
は
御
急
ぎ
な

れ
ど
も
。
暫
く
御
逗
留

あ
つ
て
。
桂
子
の
跡
を

弔
ひ
。
何
方
へ
も
御
通

り
あ
れ
か
し
と
存
じ

候
。

桂
子
の
御
跡
を
御
弔
ひ
あ

れ
か
し
と
存
じ
候

誠
に
昔
語
り
と
ハ
申

な
が
ら
。
桂
子
の
心

中
余
り
に
痛
敷
事
な

れ
バ
。
彼
御
聖
に
此

由
を
申
。
融
通
念
仏

を
以
御
弔
ひ
成
さ

る
ヽ
様
に
。
申
上
べ

き
と
存
ず
る
間
。
此

辺
の
人
々
ハ
皆
々
。

其
分
心
得
候
へ

誠
に
む
か
し
語
り
と

ハ
申
な
が
ら
。
余
り

に
桂
子
の
心
中
痛
敷

事
な
れ
バ
。
暫
く
是

に
御
逗
留
成
さ
れ
。

迚
の
御
結
縁
に
融
通

念
仏
を
以
て
。
彼
跡

を
御
弔
ひ
成
さ
れ
。

其
後
何
国
へ
も
お
通

り
あ
れ
か
し
と
存
ず

る

誠
ニ
む
か
し
語
り
と

ハ
乍
申
。
余
り
に
桂

子
の
心
中
痛
敷
事
な

れ
バ
。
暫
く
是
ニ
御

逗
留
被
成
。
迚
も
の

御
結
縁
ニ
融
通
念
仏

を
以
て
。
彼
跡
を
御

と
ふ
ら
ひ
な
さ
れ
。

其
後
い
づ
く
へ
も
御

通
り
あ
れ
か
し
と
ぞ

ん
ず
る

４
︱
④

シ
カ
〳
〵
。

ワ
キ
﹁
近
頃
不
思
議
な
る

事
に
て
候
程
に
。
暫
く
逗

留
申
し
。
か
の
跡
を
懇
に

弔
ひ
申
さ
う
ず
る
に
て
候

︿
脇

近
頃
不
思
議

成
事
に
て
候
間
し
バ

ら
く
逗
留
申
難
有
き

御
経
を
読
誦
し
彼
跡

を
念
頃
に
と
ふ
ら
ひ

申
う
す
に
て
候
﹀

４
︱
⑤

御
逗
留
の
間
ハ
御
用
を

承
り
候
へ
し

＼
御
逗
留
の
内
は
御
用

を
承
り
候
べ
し
。

狂
言
﹁
御
逗
留
に
て
候
は

ば
重
ね
て
御
用
仰
せ
候
へ

●
何
に
て
も
御
用
の

事
あ
ら
バ
承
ふ
ず
る

●
何
に
て
も
御
用
の

事
あ
ら
バ
承
ら
ふ
ず

る

４
︱
⑥

シ
カ
〳
〵
。

ワ
キ
﹁
頼
み
候
べ
し

︿
脇

頼

ミ

候

べ

し
﹀
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４
︱
⑦

心
得
申
て
候

＼
心
得
申
し
て
候
。

狂
言
﹁
心
得
申
し
て
候
と

い
ひ
て
狂
言
は
引
く
。

●
心
得
申
候

●
心
得
申
候


